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右
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－
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－
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検
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狭
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－
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確
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／
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－
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－
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蒋
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－
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＝
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検
査
ヲ
繰
リ
返
ス
モ
毎
常
殆

γ
同

一
ナ
Y
測
定
結
果
ヲ
得
可
ク
、

（
一
一
）
、
左
右
腎
臓
モ
亦
殆
ン
ド
同
一
／
償
ヲ
示
λ

モ
ノ
タ
M
F

コ
ト
ヲ
知

v
y
。

以
ア
組
織
ノ
煮
沸
浸
出
法
－
一
ヨ

y
－
プ
組
織
合
有
ノ
総
府
慌
A

毎
常
平
等
－
一
浸
出
液
中
へ
抽
出
セ

ラ
M
F

、
毛
ノ

タ
Y

コ
ト
ヲ
知
M

可
ク
、
且
ヅ

余
等
ノ
検
査
方
法
及
ピ
検
査
手
技
ノ
十
分
満
足
信
煩
ス
ペ
キ
モ
ノ
タ
Y

コ
ト
ヲ
モ
謹
シ
得
タ
リ
ト
信
ズ
。

ゅ
、
健
常
家
鬼
腎
臓
脂
肪
ノ
組
織
接
的
鐙
明

上
記
仰
、

mw
ノ
検
査
二
用
ヒ
タ
グ
腎
組
織
ノ
一
一
部
ヲ
猿
メ
「
う
Y
マ
9
ン
」
及
ピ
「

Y川
川
J
ぺ
、
フ
ぷ
？
？
ン
」
ニ
固
定
シ
、
前
者
ノ
凍
結

切
片
ヲ
以
－
プ
「
ズ
ダ

ン」

m「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
酸
染
色
及
ピ

F
2・
E
z
－
－
三
子
山
）
一
三
ユ
ロ
一
－
氏
染
色
ヲ
行
ヒ
（
「
へ
？
ト
キ
ジ

y
ン
、
エ
オ
ジ
ン
」
染
色

ヲ
以
－
ア
封
照
ト
シ
タ
Y

A

勿
論
）
、
後
者
ヲ
「
ク
ロ
ロ
フ

J
Y
ム
、
バ
－
ア
フ
4

ン
」
－
一
封
。
二
プ
〉
Z
5
5口
氏
染
色
－
一
供
セ

y
。
但
U
V

後
者
A

猶
研
究

ニ
一
除
地
ア
Y

ヲ
以
ア
後
日
二
報
告
ス
U
Y

コ

ト

、

セ

ソ

。

．

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．． 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

其
結
果
上
記
液
ヲ
製
ス
M
F

－
一
供
シ
タ
M
Y

腎
臓
貫
質
細
胞
中
－
二
「
ズ
グ
ン
」
園
、
「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
染
色
或
A

同）一
O
H
M

－
一
口
］
同
氏
染
色
－
－
陽
性
ナ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

W
F

物
質
ヲ
去
三
誼
明
ス

Y

コ
ト
能
A

ザ
リ
キ
。
郎
チ
細
胞
向
：
一
存
在
ス

Y
脂
肪
ヲ
立
謹
ス
M
Y

一
二
組
織
皐
的
検
査
方
法
A

粗
家
－
一
シ
ア
此
ノ



結
果
7
以
ア
標
準
ト
A

鴻
ス
ペ
カ
ラ
ズ
、
矢
張

y
化
率
的
乃
至
血
清
準
的
検
査
ノ
結
果
7
披
リ
所
ト
震
ス

－
一
非
ザ

レ
バ
微
量
ノ
脂
肪
館
ノ
消
長

ヲ
立
謹
ジ
得
ザ
U
Y

屯
ノ
h
p
y

コ
ト
ヲ
認
ム
ペ
ジ
。

分
極
装
置
ヲ
使
用
セ
ズ
、
亦
タ
〕
54Cご
ご
等
ニ
開
ス
U
Y

特
別
ノ
検
索
ヲ
ナ
サ
ズ
、
要
ス
Y

－一
何
時
何
人
ガ
追
試
ヲ
行
フ
モ
同
様
－
一
確
貫

－一
読

明
シ
得
Y
ガ
如
キ
普
通
ノ
方
法
ノ
ミ
ヲ
採
用
セ

y
o

州
、
割
照
検
査
H
健
常
家
鬼
腎
臓
含
有
生
蛋
由
貿
定
量
試
験

mw
ニ
遁
ペ
タ
Y
加
ク
ナ
ジ
b
p
y
腎
組
織
片
ヲ

0
・
一
眠
位
迄
正
確
－
一
秤
量
ジ
、
砂
ア
加
ヘ

ズ
シ
ア
摺
リ
ノ
潰
ジ
、
川
ト
同
様
洗
ヒ

ア
「
コ

Y
ペ
ン
」
－
一

集
メ
、
ぎ
・
2
5
s
z－』三－
m3
8
p
3
v
r・3
氏
等
ノ
言
ヲ
掛
酌
ジ
ア
、

0
・
一
定
規
酷
酸
ヲ
満
加
ジ
ッ
、
煮
沸
凝
固
セ
ジ
メ
タ

y
。
結
果
A

第
五

表
ニ
示
サ

v
b
y
p
。

ヨ量五第

！腎関門誌！
健常家兎腎臓生蛋白骨量ノ測定

0.4259 

19.17 0.3332 J,.::;4:30 

18.98 0.2657 1.4001 

19.01 

1.1087 

1.2155 

19.48 

16.10 

IS.89 

16.55 0.2593 1.494..5 
家

IW, 
16.02 0.1613 1.0072 

第

18.11 

17.63 

17.91 

15.12 

。〆〆。

19.20 

家 f左（
降lI~ l 

引い；：；；庄一

22.39 

22.79 

20.52 

OJ996 

0.1478 

0.3374 

0.2540 

。.1:?8!) 

0.3766 

1
1

1

1
 

｝
 
ー
同

dht
 。“

A
U
 

1.2400 

0.9313 

l 8632 

1.4411 

0.129.j 

07:202 

0 8567 

0.2482 

1.9812 

，．E・・・2
．，、，．E・E・－－、
左

，
 ．．
 E
・E・J
t
－Ea
－－－‘

右

Ii.. 

！町告
向1)1•

第
二
章
一
側
腎
動
脈
結
紫
後
四
国
於
ケ
ル
南
側
腎
臓
ノ
糟
脂
含
量
及
ビ
含
有
紋
態
ノ
比
較
賢
験

家
兎
ノ
腹
膝
ヲ
開
キ
、
腹
膜
ヲ
透
見
ジ
ア
雨
側
腎
臓
自
己
及
ピ
周
園
ニ
肉
眼
上
異
常
無
キ
コ
ト
ヲ
確
カ
メ
、
左
側
ノ
腎
動
脈
ヲ
可
嘩
ニ
露
出

第
多
品
世

F「

原

著

核

回

一
八
半

（本’一リ挽

一
八
五
〉



（

me一v
就

シ
ア
之
ヲ
結
強
シ
腹
腔
ヲ
閉
グ
。
手
術
A

幼
時
，

y
人
－
一
行
フ
外
科
手
術
－
一
準
ズ
）
、
後
章
ノ
賓
験
－
一
炉
、
ケ
U
F

ガ
如
キ
特
別
一
山
厳
重
ナ
M
Y

注
意
ヲ
要
セ

ズ
）
。
手
術
後
経
過
良
好
－
ご
v
p
所
要
時
間
中

一
一
般
紙
態
佳
良
ナ
M
F

試
獣
ノ
ミ
ヲ
撰
ピ
－
プ
之
ヲ
貰
駿
－
一
供
ス
。

第
多
血
管

F『

康

ム－
－、
一．ρ
J

4長

著

国

責
輪
第
－
、
結
紫
後
二
十
四
時
間
、
殺
。

左
側
ノ
腎
臓
司
／
覆
へ
U
Y

腹
膜
面
A

光
深
ヲ
失
ヒ
、
甚
シ
ク
組
ト
ナ
内
ノ
、
腎
臓
周
囲
ノ
脂
肪
組
織
モ
異
常
－
一
一
個
濁
シ
ア
白
味
ヲ
帯
プ
。
腎
臓
ヲ

刻
出
ス

Y

二
一
被
膜
A

之
ヲ
剥
離
ジ
得
Y

毛
脆
ク
、
外
面
A

帯
黄
白
色
－一
ア
掴
濁
シ
、
結
染
前
ヨ
リ
y

A

腫
大
セ

y
。
割
面
モ
亦
強
ク
掴
濁
ジ

、
外

縁
（
周
閣
）
ヨ

y
中
心
－
一
向
ッ
ア
約

M
粍
ノ
厚
サ
－
一
果
皮
ノ
如
ク
帯
責
白
色
ト
ナ
レ

Y
暦
ヲ
生
ジ
、
ソ
レ
ヨ
？
内
部
ノ
皮
質
A

陪
禍
色
、
髄
質
A

前
者
ヨ
η
ノ
モ
和
々
明
w
y

キ
褐
色
ナ
リ
ノ
。
乳
頭
面
乃
至
腎
孟
－
一
慮
々
赤
禍
色
ノ
出
血
斑
ア
Y

モ
、
何
蕗
ニ
モ
一
膿
蕩
等
ア
認
メ
ズ
。

右

協

同

A手
術
前
ヨ

y
A
稿
々
願
大
セ

Y

モ
著
麗
鉱
山
シ
。
劇
出
ス
M
Y

ユ
外
面
及
制
面
稿
々
赤
味
強
シ
。

雨
側
腎
ノ
各
二
部
分
ヲ
組
織
準
的
検
査
－
一
供
ジ
（
前
章
似
て
残
部
（
腎
門
部
ヲ
深
ク
扶

p
去
リ
タ
w
y

モ
ノ
）
ヲ
以
ア
煮
沸
浸
出
液
（
K
液
）
ア

製
ス
（
前
章
川
）
。

ω問、

K
溶
縮
脂
含
量
ノ
血
清
撃
的
比
較
（
S
R
R量）

結
果
A

第
六
表
－
一
示
ス
ガ
加
シ
。

第
六
表
左
右
将
泌
肪
合
掌
／
血
清
接
的
比
較
（
S
R
U
A
且
車
、
貸
験
第

一
）

i! 
I王補

健

E量

留

血

同

単

0 -・ 

玄｜二 二 五

..!..I八五 」一一

？？ ｜ 
二主三｜ 右

~ ~ ! 
三 ：1i:

0 0 l 
ニ 九

四五：

0 

・じ 五：

0 -・ 

孟｜八ドー
右

野

（
健
側
）

野

事す

刃
向
内””
”
 

・
五
一

O

O

一0
・ニ況

一六一

0
・六

。

0 

三五

王事
総



同

百

~ 
,/J 

Iヒ

測
定
ノ

結
果

第左r 、

表三
ニ（b)0 
刀主 主ヰ
ス E 右
ガ i夜一
如綿 C
シ 脂 ρ
。含ー

量三
ノ u
f七三！
事与
自~ :._: 
比佐
較！~

~Jill 七じトー｜
以
テ

英

絹
針
：詮

此

J易
ゲ

；民l.J ニ ~ 6 ,_ 

11 
之

（乙〉

K 疫

留 総
（
九
0
・
二
五
）

止R

補同問（Y日
分
比
平
均

第

第1第2花平

第
参
僻
】 血

総百

分

比

i: 

表

液ぷ主干刊

左
- 0 一
三一 0

。

0 一
一三 O

右

一－O
一

0
・ニ一

H
M三l司 『存

（
健
側
）

一・
O
一

0
・一一一
一
－一一

左
右
野
総
脂
含
盆
ノ
化
事
的
比
校
（
賞
験
第
一
、
第
六
表
参
照
）

腎

一

右

山

日

（

健

側

）

；均

（
百
分
比
） 同開－Mr 

.－、
原

左

著....... 

キ黄

。

0
・
0
二
七
五
%

つ
－J
a
七
七
%

0
・0
二
七

O
V9

0
・0
二
七
O
%

0
・
0
二
七
二
%

0
・
0
二
七
五
%

0
・
0
二
七
三

μ
（
四
七
九
）

民

0
・3
0
六
a
a
M
J

（恥入）0・0
o
i
o
μ

0
・0
0
一九
七
ル

0
・。
。
六
O
M
N

0
・つ
0
4一七
%

0
・0
0
五
七

μ
（
一
O
O）

一
八
七

一
・O
一

0
・
二

一
一一

（第ぃ一山波
主す

一
八
七
〉

照

一・
O

0
・
問



円引
多
品
せ

F『

原

著
w 

4長

国

一
八
八

（
第
夜
放

一
八
八
）

川
川
、
組
織
畢
的
所
見

「
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
」
「
エ
オ
ジ
ン
」
染
色
－
て
ア
検
ス
Y

一
、
主
ト

ジ
ア
皮
質
部
－
一
一
捷
化
ア

y
。
即
チ
波
合
管
及
繰
越
鰐
ヲ
除
ク
ノ
他
A

一
般

－一
一核ノ
染
色
性
A

減
少
ジ
、
殊

－
一
弓
形
血
管
ノ
外
部
（
捜
部）

ニ
ア
Y
曲
細
尿
管
ニ
著
シ
ク
、細
尿
管
ノ
輪
廓
漠
然
ト

ジ
ア
淡
紅
色
－
一
染
マ

ν
y
o

皮
質
ノ
周
悶
ヨ

y
間
質
細
胞
間
隙
ニ
向
ツ
ア
無
数
／
遊
走
細
胞
ガ
密
接
－
一
侵
入
ジ
、
金
鰭
ト
シ
ア
一
ツ
ノ
層
ア
成
セ
U
Y

ヲ
見
y
o
松
山
・
昨
恥

r

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

果
皮
様
ヲ
ロ
豆
シ
h
p
y
部
二
相
営
ス
。

吾
人
ノ
主
ナ
Y
着
眼
貼
A

「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
酸
及
ピ
「
ズ
ダ
ン
」

E
染
色
物
ノ
細
胞
内
ニ
於
ケ
Y
消
長
－
一
ア
リ

リ
繊
維
被
膜
ノ
内
側

一一
直
接
セ

y
腎
上
皮
細
胞
慨
内

ニ
、
葉
細
胞
ガ
系
統
解
制
串
上
何
稽
ノ
細
尿
管
－
一
一
嵐
ス

Y
カ
ヲ
問
A
f
、
又
遊
走
細
胞
ガ
周
国
ヨ
リ
ノ
侵
入
セ

Y
程
度
ト
A

＠

＠

C
 

閥
係
無
ク
、
全
ク

一
様
－
二
列
ニ
脂
肪
球
ノ
現
出
セ

Y
ヲ
見
y
。
其
着
色
A

「
f
グ
ン

LE
－
一
鮮
紅
色
－
一
、
「
オ

ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
ι
…
漆
黒
色
ニ

ジ

ァ
、
細
胞
ノ
中
央
部
－
一
極
メ
ア
細
カ
キ
頼
粒
ト

ジ
ア
存
ス
。
其
細
胞
A

常
ニ

…繊
維
被
膜
－
一
直
接
セ
Y
数
個
、
郎
チ
恰
モ

U
字
形
ノ
底
部
－
一
営
y

位
置
ニ
ア
Y
数
個
－
一
限
－
フ
レ
ア
、
而
モ
金
周

三
日
一Y
コ
ト
特
異
／
像
一
一
ジ
ア
、
全
然
局
所
解
剖
撃
的
細
胞
内
ノ
獲
化
タ
Y

コ
ト
ヲ
示
セリノ。

猶
ホ
皮
質
／
深
部
（
核
染
色
ノ
悪
ク
ナ
レ

Y
臨
）
一
一
モ
此
定
製
的
脂
肪
球
満
ノ
散
在
セ

Y
ヲ
見
y
。
其
他
ノ
皮
質
全
面
一
一
於
ア
細
胞
鱒
ガ
一

様
ニ
「
ズ
ダ
ン
」

m－
一
黄
色
－
一
、
「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
ニ
淡
墨
様
－
一
染
マ
レ

y
。
口
一
三
】
・
一
口
｝
戸
氏
染
色
－
一
A

陰
性
ナ

y
キ。

右
側
ノ
腎
臓
－
一
A

僅
カ

ニ
充
血
ア
Y
ノ
ミ
ナ

y
。

賓
駐
第
二
、
結
索
後
三
＋
時
間
．
殺
。

結
繋
側
ニ
於
ア
、
肉
眼
上
前
質
験
例
ヨ
リ
モ
一
獲
化
ノ
程
度
稿
々
強
ク
、
果
皮
様
白
色
屠
ノ
厚
ナ
一
粍
－
一

建
ス
。

業
他

－一
特
記
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ

ジ
。
腎
門
部
ヲ
去

y
組
織
検
査
用
切
片
ヲ
除
キ
タ
U
F

礎
部
ヨ
リ
K
液
ヲ
製
ス
山
戸
コ
ト
前
例
／
如
シ
。

ω、
E
海
綿
脂
含
量
ノ
血
清
撃
的
比
較
（S
R
R
量）

結
果
A

第
八
表
ニ
示
ナ
レ

タ

y
。

第
八
表
左
右
問
符
線
脂
含
量
／
山
肌
清
撃
的
比
較
（
S
R
R
量
、
貸
験
第
二
）
、
（
第
六
表
参
照
）



総

平日

rrlg ~ ・-

左

腎

0 

六五：

0 

0 五

車

位

O

二
日

液

0
・六

0
・九

一
・
五

。

K 補

健

血

球

i主

設

留

同同

百

分

比

刷、

E
液
繍
脂
含
量
ノ
化
事
的
比
較

測
定
償
A

第
九
表
ニ
示
サ
レ
タ
Y
ガ
如
ジ
。

第

表

〈
笈
験
第
二
〉

左
右
傍
縛
脂
含
量
／
化
率
的
比
較
（
笈
験
第
二
、
第
七
表
参
照
〉

丸

0 

B：まi.。。
」 ．ムー－ノ、
七五。。
二九
－ヒ Ii:

O 一
九五

0 -

~I 三 ド左lー一ー
九 0 ヨ干．

0 0 

五二
J1: 

右

（
健
側
〉

腎

0・三

司王第第第

一一 一
均四四回
f、
百分 r千問、 f平、 〆卒「

比、＿，均、＿，均、，〆均、ー〆

一 一

左

。
。
一一ゴ 0 0 0 
___... . . . 
% 0 0 0 
，....、、 ーー - - 腎五一一一一一一
八 一二 一O 一五
~ % ?; % 

一

右

。
。 腎。
- 0 0 0 

健，－、、
j¥ • • • 
% 0 0 0 

領d,...._ 0 0 0 

。一一一
"-" 

。八八七
） 予~ % % 

。

刷
、
組
織
畢
的
所
見

組
織
ノ
麓
化
三
則
一
貫
験
ノ
所
見
一
一
殆
ド
近
ジ
。
弓
形
血
管
ノ
外
部
印
チ
皮
唐
ノ
深
部
－
一
モ
外
線
一
一
於
ケ
Y
ト
同
様
ノ
小
頼
粒
朕
定
型
的
脂

肪
ヲ
僅
カ
ニ
認
ム
。

第
参
品
世

F『

原

著
、」

；肢

悶

一
八
九

（第
安
磁

一
八
九
〉



骨
用
品
少
馳
せ

F『

康

司E......, 

4長

国

一
九
O

一
九
O
〉

（第
六
抗措
蜘

責
輪
第
三
、
第
四
、
共
Z
結
業
後
四
十
八
時
間
、
殺
。

左
側
腎
臓
ノ
腫
大
セ

Y
度
税
々
強
ク
、
右
側
モ
亦
タ
腫
大
セ
η
ノ
。
質
験
第
三
－
一
ア
A

結
染
側
ノ
腎
孟
内
面
ニ

肉
眼
上
強
度

A

概
シ
ア
第
ニ
貫
駿
－
一
於
ケ
Y
所
見
ト
同
ジ
。
果
皮
朕
白
色
唐
A

二
例
共
一
J

・b
和
ノ
厚
ナ

一
一
連
セ
リ
ノ
。

組
織
標
本
及
~· 
K 
液
(a）ヲ
、製
ニぇ

ノV

同
前

ノ
溢
血
ア

y
。
他

結
果
A

第

一
O
表
甲
、

乙
ニ
示
＋
ノ
レ
タ

9
0

E
海
綿
脂
含
量
ノ
血
清
畢
的
比
較
（
S
R
R
量）

第

－O
表

（
貸
験
第
三
）

Ii'.. 

左
省
肱
川
抽
時
脂
含
量
／
血
清
開
門
＋
的
比
較
（
S
R
R
量
、
出
只
験
第
三
、
第

q
）

右

甲
K 

液

。

0
・六

補

惚

｝程

位

残

fi'l 

血

球

－
EL 

て
J
E
t
－
 

同

総

同

左

玄

液

利i

｝
：
：
目

c・
一
弘
一

二
八
－

0
・九O ー

ハ ニ O

（常用ヘ
表
参
照
）

0 

!o況
－！。ー
ミ ~I 言言 ：i.: I I fl 

｜？？  

｜二3~ I 
0 0 

二九
ブ~ Ji. 

0 -

O 五

I o -
O 三｜ー 二 五

」牛五」｜ 三況 一一ー
左

F子

l符

（健
側
）

調

三 O 五

0 

:Ji 

照。0・五

一

'Pf 

〈
健
側
〉

1主t

右

野

日百

0
・内。



同同K 有吉互主同同

線、百

分

比

乙

（
貸
験
第
四
）

想

耳1

留

血

球
t型．百
分

比

K 補竣

留

同

線

同

百

分

比 軍司

1五

0
・六
一

0
・ニ
一

0
・・a－

二
八一

一一一一
一

0
・九

了
O

一

0
・ゴニ・・’h
－

一－
I
一

r

－
 

一二
一一

〉

－

－
m

f
L

・－一
一

－－－
L
一

』ニ
ヨJ

一
腎

四ー ｜ー 0 --

0 11. I間 二五』ーーー

腎

（
卒
均

左
三

O
ニ
・
穴
封
右
一

O
O）

側、

E
液
綿
脂
含
量
ノ
化
事
的
比
較

第
参
忠
信

液

。。
信L量手日

1五
7
0
一

0
・
ご

二
九
一

手日
，.....司

原

著
、」

様

国

0
・三
一

0
・一一
一
O
一

右

右

〉

42

f

、．J
ノ－

0
・二一一一

腎

（
健
側
）

0 一
三三 O

0 三

よ三一｜腎

（
健
側
〉

5ニ！？了
。三 I- PY 0 l一一ー

九

（
第
ナ
川
崎
恥

E才

霊t

0 

0 二｜

0 

0 三 l

穏
血（
L 
球 O

_I日液 一

一九一）

。照。。
目貫

0
・四。



借
用
品
世
品
世

F『

l蔑

著、d

様

国

九

（
第
夜
抽
出

一
九
二
〉

測
定
償
A

第
一

筋

－

多

一
表
ニ
示
サ
レ
タ

y
。

左
右
野
線
脂
含
盆
／
化
問
中
的
比
較
（
貨
験
第
三
、
第
四
）（第七及ピ九表参照〉

平 四 F露店金賞 三 第験貸
一『一一一 ー一
第第第第 第~ ~誇第

r均向、
同ー 四一一 四＝一一一－ 一 ・ー，a
分
上ヒ、、J
回四回悶 回四回回

一 一一－一一一

左

。
。
ヨL
A 

% 0 0 0 0 0 0 0 0 e ・・・ ・・・．〆由、
0 0 0 0 0 0 0 0 

一 占／、 ムノ、 ムノ、ーノ、 五五 五五 腎。
0 - - 0 五六五五一 七二 O ヨ'.l. 七 O 七七。

、、J ヲ＇~ %予~ % %ラ~ %予4

右

。。 腎。
f町、

0 0 0 0 0 0 0 0 健:Ji. ・ ・．． －－．  
% 0 0 0 0 0 0 0 0 

、側_, 〆肉、
0 0 0 0 0 0 0 0 ー 一 一 一一 一一一 一一一 一一一 一一一。一 一一一
0 七沢 七 0 五二 O。
ラ；； % -:;; % %ラ＆ ~~ラ4、』，.

ω山
、
組
織
事
的
所
見
（
附
圏
第
－
）

核
染
色
度
ノ
減
退
A

賓
験
第
二
ヨ
リ
ノ
モ
夏
－
一
著
明
ナ
Y
毛
、
猶
ホ
繰
越
韓
及
湊
合
管
A

奮
態
ヲ
存
ス
。
核
ノ
全
ク
染
？
－
プ
ず
y
程
度
－
一
…
獲
化

セ
山
戸
モ
ノ
A

皮
一
質
ノ
深
部
甲
一
多
シ
。
定
型
的
ノ
脂
肪
球
A

山
吊
－
一
一
宵
外
縁
－
二
列
ノ
輸
航
ヲ
掛
凋
ジ
，
プ
存
在
ス

y
ノ
ミ
ナ
－
プ
ズ
、
貫
験
第
二
－
一
一
於
ケ

W
F
d
μ

加
ク
皮
喝
質
深
部
－
一
－
t

現
A

レ、並（

叫
也
健
ト
淡
合
管
ト
ヲ
除
ク
他
A

細
胞
ノ
系
統
解
剖
皐
的
性
質
ト
閥
係
無
ジ
。
全
鰹
ト
ジ
ア
「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
及
ピ
「
ズ
ダ
シ
」

E
－一
淡
染
セ

y

細
胞
健
二
削
ニ
見
タ
M
F

屯
ノ
ト
同
グ
ク
、
染
色
度
三
則
一
者
二
比
シ
ア
強
カ
ラ
ズ
。



賓駿第五、結紫後七十二時間、殺。

刻出シタグ’南側腎臓ノ賦態A質駿第二一・第四ノソレニ近ジ。組織標本ヲ作－フズ。K液ヲ製ス。

ω川 、E液繍脂含量ノ血清撃的比較（SRR量）

結果A第二一表－－一一不＋ノレタリJ。

第－ニ表

間同 浅補 K

留骨量

血ー
百総

JJ 、 球耳E

比和 量位液

。。． 
一五

左

。。
」ーーー・ ノ、

l引五

。。
二一九。五

0 -

一一一一 一ム，、 JコEァ 腎

五 。一
阿，司、 三一ヨt
ヒニ - Ji. 

。。． 
( .... ）五一 右
。。． 
－－ー -t、-

(+),Ii. 

。。
一九 腎ニヨ王
。一 ’「

健

一一一 領4三ヨ王

一 0 -． 
0 - 一一五。主主

0 "'・ 
左

一 塗t一一 ・二O 11: 
。

目育
一( +) 3i. 0 

左
右
臨
同
様
脂
合
盆
ノ
血
清
聞
学
的
比
較
（
S
U
H
R
量
・
資
験
第
五
）

（
第
六
、
ヘ
及
ピ

一
O
表
参
照
〉

側、

E
液
縛
脂
含
量
ノ
化
事
的
比
較

測
定
債
A

第
二
ニ
表
ノ
如
シ
。

第
－
－
－
－
表

2移

回

（
平
均
〉

左
1- 1右

野
総
II旨
合
盆

化
努
自！］

比
較

Yt 
験
完3
'f.1. 
、，，，

左

野

第
ー一I~

ずし

及
ビ

表
参
照

右

腎
，...、
健

担u

0
・0
三
九
五
%

0
・0
0
三

O
M
N

第

回

（
平
均
）

0
・0
四
O
二
%

0
・0
0
一一一O
%

平

均（
｝円
分
比
）

0
・0
三
九
v

ヘ
%
（－－－一二
O
）

0
・0
0
0
三
O
M
F（－

O
O）

第
多
品
位

F『

原

蕃

横

同

一
九
三

（
第
帝
時
抗

一
九
＝
一）



借
用
品
世
晶
官

F『
原

司庫
、~

按

回

賓
輪
第
六
、
第
七
、
結
染
後
九
十
六
時
間
、
設
。

0

0
 

腎
外
部
／
白
色
屠
A

皮
質
ノ
殆
ド
全
部
ア
占
メ
、
厚
テ
三
粍
以
上
ト
ナ
レ

y
。

組
織
標
本
及
K
液
ヲ
製
ス
。ω、
K
漉
纏
脂
含
量
ノ
血
清
畢
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
一
四
表
甲
、
乙
ニ
示
＋
ノ
レ
タ
9
0

血
清
思
－

第

図

表

甲

（
賓
験
第
六
）

K 

液

補

惚

.!¥!. 

位

主主

留

血

球

金

線、

同

和

同

百

分

比

K 

液

有B

億
円

L
0・二〉

血

球

浅

留

主主

緯．

和

同l母

百

分

比

一一J ＇－＇~ 
野
総
H旨
バ』
凸

量
／ 

0
・三－

〉
：
－

r
」・
－一
一
一一一一

I ~ ? -: 
l 凶ー 0

左

。。
左

自甘
比
較
（

R
R
量
、
貧
験
第
中、
、
第
七
J

腎

s 0
・九－

0
・
一一
一

一一一一三

一・ニ一

0
・
一二

三
一一

一
九
四

ハ

第
躍臥
掛
蜘

一
九
聞
〉

接
部
A

暗
禍
色
－
一

シ
ア

腎
孟
／
内
面
－
一
勝
シ
キ
海
血
ア

9

0
・
三一

0
・
二
一

7
0
一

0
・
三
一
一O
一

， 

（第
六
、
t
、
、
一

O
及
ピ

一
二
表
氏
自）

日夜

腎

野

右

右

（
健
側
）

撃す

「1

轡

－・2

重f

Bff 

。

？ ！ 
O ぇ Ii I 

0
・
問。



K 有fjf~ ，． 同同1く有自竣同同
乙

（
貧
険
第
七
）

.rp. 王・R

液 ｜

｜ 二 ~~ I
｜ 問 ~ ~ I 
－。。｜
元：~ .;L i 

』1

位
ーョ
嵯手官

/• 

庇平官一芝、一回一

O
O
封
右
、
－

0
0）

ii'! 五？

Jffi. 

似
問
、

E
液
纏
脂
含
量
ノ
化
畢
的
比
較

測
定
償
A

第
一
五
表
ニ
示
サ
レ
タ

y
。

総百
分

比

留

縛．百
分

比

（
市
ド
均

百
分
比

第

一
五
表

晴
用
品
少
怨

左
右
腎
捕
時
間
含
量
／
化
忠
一的
比
較
（
貧
験
第
六
、
第
七
）

F園、
原

著
""-' 

キ茨

回

l

i
li－
－

 

一
二
一一

0
・
二
一

三

O
一

F子

腎

三ム1~~·－

布

右

野

（
健
側
〉

軍f

（
健
側
〉

一一三~I__ 

疋セ｜ ? . i 
阻 円｜ 一 閃 0 ：＿ー一一

三~ 61 

？？｜ 
ヨJ. 二 九 ｜

I ,L~ L! 
1~！ ； ~i ；ー

コ ・左i
問。五 ｜

遣す

！！百。
。

野

H召

。

（
第
七
、
九
、
一
一
及
ピ

一
三
士官、参照）

一
九
五

（
第
安
時
抗

一
九
五
〉



第
多
品
せ

F『
原

著
、~

様

同

一
九
六

（第
串執
務

一
九
大
〉

司王 ｜ヒ第験賀｜六第験笈

均 第第第第｜第第第第

f「

行間三二一四三二
F川、
比
） 回回回国 間回回 回

ー一ー 一、 ・一 一 一一 ・－ーーーーーーー

ts. 

。
。
九 l
P'I I 
ブl. i 0 つ η 0 0 0 0 0 
。，”，．．．．．．．． 
会 O 0 00  ---00  

七九 0 ~九 0 ~ JL九
包 括ヲ~ % ラ~ ':/- % －：；”メ

右

。‘． ｜ 盟之

0 － 百

。 ｜ 〆「

f一：： I.、八J;:- 0 0 ・ 0 ,o ・ 0・ 0． 0 健
'}:; 0601000  0 側
~ 000  0000  '-' 

0 三七 0 ：七五五七9i % %%  % % %%  

川

ω
、
組
織
接
的
所
見
（
附
圏
第
＝
）

多
数
／
核
A

染
色
性
ヲ
失
ヒ

ハメ
グ
モ
、
猶
ホ
淡
合
管
ノ
モ
ノ
A

ヨ
ク
葉
形
ヲ
示
セ

y
o
選
走
細
胞
A

皮
質
全
部
－
一
侵
入
セ

Y

モ
、
其
中
大
陸

一
一
ツ
ノ
方
面
－
一
分
ヅ
コ
ト
ヲ
得
。
印
チ
一
A

質
験
第
一
ヨ
リ
第
五
－
一
於
ケ
Y
ガ
加
ク
、
腎
外
国
ヨ
リ
進
入
セ

Y

一
群
ニ
ジ
ア
、
他
A

弓
形
血
管

暦
ヲ
中
央
ト
ジ
内
外
方
（
髄
、
皮
質
）
－
一
向
ツ
テ
進
ミ
行
ク
モ
ノ
ナ
リ
。

0

0

0

0

0

0

 

定
製
的
脂
肪
球
A

前
質
駿
－
一
見
タ

Y
ト
同

一
筒
所
ニ
認
メ
ラ

y
。
腎
外
線
－
一
ア

Y
毛
ノ

A

禁
致
ヲ
幾
介
増
加
セ
M
F

号
、
組
織
ノ
縫
化
セ
w
y

程
度
－
一
比
較
ス
レ
バ
僅
微
ナ

y
o
之
－
一
反
し
て
プ
皮
質
深
部
－
一
現
A

レ
タ
Y

脂
肪
球
A

顛
著
－
一
葉
数
量
ヲ
増
シ
ア
、
暦
7
形
成
ジ
、
場
所
－
－
ヨ

y

ア
A

二
層
又
三
一
一屠
ト
モ
ナ
リ
、
弓
形
胤
管
ノ
内
外
一
号
庚
汎
－
一
現
A

レ
タ
M

ヲ
認
ム
（
附
闘
第
一
一
）
。



所

緯

括

見

（－）、

E
液
草
謂
補
題
結
合
力
（
S
R
R
量
）
ノ
鏡
化

腎
動
脈
ヲ
結
紫
セ
U

後
、
経
過
セ
Y
時
間
ニ
従
ア
、
営

該
骨
臓
ノ

究
沸
浸
出
液
ヲ
得
、
其
ノ
煮
沸
液
中
ニ
移
行
セ

Y
線
脂
量
ヲ
血
清
率
上
軍
硝
補
暢
結
合
反
感
ノ
強
弱
－
一
ヨ

乙
）
、
八
表
、

η
ノ
ア
健
側
ト
比
較
セ
Y

一
々
ノ
結
果
二
剛
文
第
六
表
（
甲
、

一
四
表
（
甲
乙
）

一
O
表
（
甲
、
乙
）
一
二
表
、

一
示
ナ
v
h
J
Y
ガ
加
ジ
。

A
1
γ

結
怯
一
後
経
過
セ

Y
時
間
ノ

長
短
ニ
…
従
ア
車
濁
補
鰻
結
合
カ
ガ
健
側
ニ
比
ジ
ア
増
加
セ

Y
程
度
ヲ
ド日八刀
比
一
一
ア
一不ス
時
A

第
二
ハ
表
ヲ
得
、
之
ヲ

第
＝
ハ
表

闘
示
ジ
4

プ
第
一
岡
ヲ
得
ヶ
’
y
o

一
鰹
繋
後
純
一
昨
十
四
時
一
一
二
十
時
間
一
削
十
八
時
一
円
二
時
一肌
十
六
時

一
健
側
－
一
比
シ
東
一

一

一

一

一

一
街
補
健
結
合
カ
一

一
二
六
三
↑一戸
ぢ
二
、
六
一
五
間
七
一

三
O
O

－
ノ
増
加
部

%

一

一

一

一

一

一原

京
一

一
第
八
表
一竺

山

必一
一第
一
一
一
友
一市
」
川
会

一

一

一日

と

一

一昨

Z

第
参
此
住

友
野
動
脈
位
和
繋
後
経
過
時
間
hr
常
該
管
煮
沸
湾
出

液
車
問
別
補
偲
結
合
カ
ト
ノ
椛
移
（
第
一
闘
参
照
）

二
問
。

第
六
表

甲
、
乙

F『
原

著....... 

4長

岡

一ート -1, l/_ － ~＂ 
っ
と
だ

g
r士、
伊
豆
飽
立
科
目
－
8
g
A
l

一
九
七

（
第
伝
統

一
九
七
〉

→腎動脈結紫後経過時間

。



第
多
品
哲

F可

原

司盤
、－＇

核

fH 

（二）、

E
液
含
有
線
脂
量
ノ
饗
化

腎
動
脈
ヲ
結
紫
セ

山戸
後
、
経
過
セ

山戸時
間

‘一
従
e

ア
営
該

腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
ヲ
得
、
其
浸
出
液
中
－
一
移
行
セ
Y
線

果
山
第
七
表
、
九
表
、

脂
量
ア
化
事
的
－
一
測
定
シ
、
健
側
ト
比
械
セ
W
F

一
々
ノ
結

↑
五
表
－
一

表

一一一
一表
及
ピ

不
サ
レ

〆

y
e
A
1
ャ
此
結
果
ヲ

一
括
ジ
腎
勤
服
結
紫
後
宮

該
側
ノ
腎
臓
中
ユ
一
組
脂
量
ノ
増
加
ス

Y
粍
度
ヲ
健
側
ト
比

第
二
闘
ヲ
’得
タ
リ
。

続
ス
戸
時
A

、
第

一
七
表
ノ
結
果
ア
得
、
－
Y

～
ヲ
岡
示
ジ
ア

第
一
七
表

JJf'f.調雇通語
＇／~合側時脈
i走＝問幸吉
ノtヒ 書記
耳守 シ ィ喜

一主-1H!並 盃l湖二I

十
YLJ 
時

問
仁
九

第
七
表

左
側
山
m
H

動
脈
紡
紫
後
経
過
時
間
ト
惚
H
4
丹
、
沸
浅
向

液
総
脂
合
設
ト
ノ
推
移
（
第
二
州
参
照
）

第五
九べ 日寺
一去 l叫 問
第 間四
五十

i¥ 
表九時
第一間七

寸・

）圭一_Q_一一 日寺
一 間九
十

ー十

日年

ノ、

’k

七
望ミ

長作

ヨL

以
上
山
同
一
可
椴
物
（
郎
チ
K
液
）
二
ヰ
プ
、

一
方
A

血

清
畢
的
－
一
、
他
方
A

化
準
的
：
其
総
脂
量
ノ
錨
理
化
ヲ
測

第 二図

腎動脈結紫後純過時間ト鎗該腎中＝増加シ米リシt虫、）］旨含量（~，；） I・／推移

（第一七表参照）

一
丸
人

一「

（第小
川
波

一
九
・ヘ）

Iι← ー！－ ／／イJ一一
J －－－－－…→／ ； 

3000 

（

W
帆
〉
幅
制

hER穏
走
中
固
有
寄
品
』
叫

q
困
層
制
咽

f

→腎動脈結繋後経過時間



定
セ

Y
結
果
ノ
総
括
－
一
シ
－
7
左
ノ
各
項
－
一
就
ey
一
致
勤
ヲ
見
出
ス
毛
ノ
ナ

y
。

（
一
）
、
腎
動
脈
結
染
後
営
該
腎
中
ノ
綿
脂
量
二
吊
ニ
健
側
（
一

O
O）
ヨ
リ
モ
増
加
ジ
タ

y
。

（
二
）
、
結
染
後
七
十
二
時
間
マ
デ
A

血
清
率
的
検
査
ノ
結
果
ト
化
事
的
検
査
ノ
結
果
ト
A

腎
総
脂
量
増
加
ノ
状
態
金
ク
一
致
ジ

タ

y
。

（
三
）
、
其
途
中
ノ
任
意
ノ
一
駄
印
チ
例
ヘ
バ
結
裂
後
三
十
時
間
－
一
於
－
プ
検
シ

タ
Y

ニ
血
清
皐
的
ニ
モ
化
皐
的
ニ
モ
綿
脂
量
ノ
増
加
A

不
自

然
ノ
債
ア
示
＋
ノ
ザ
リ
キ
。

結
染
後
九
十
六
時
間
ノ
検
査
成
績
A

血
清
準
的
方
法
ト
化
皐
的
方
法
ト
ニ
於
ア
互
ニ
相
反
ス

Y

ガ
如
キ
所
見
ヲ
示
ジ

タ

y
、
郎
チ
化
撃
的
検

査
ノ
成
績
A
七
十
二
時
間
目
／
モ
／
ヨ
η
ノ
モ
却
d

プ
減
弱
セ
リ
、
（
然
レ
ド
モ
健
常
腎
－
一
比
ス
レ
ベ
頴
著
－
一
大
ナ
リ
ノ
）
此
ノ
事
質
ノ
由
来
ス

Y
A

那
遜
－
一
在

y
ヤ
今
後
ノ
研
究
－
一
一
待
ツ
ペ
シ
。

備
考
。
車
濁
補
償
結
合
反
騰
－
一
－
プ
立
讃
シ
得
Y
脂
肪
及
ピ
類
脂
瞳
A
酸
性
－
一
一
捷
性
ジ
去
リ
ノタ
Y
溶
液
中

ニ
ア
A
立
識
不
可
能
ナ
Y
者
ナ

y
、

郎
チ
結
紫
後
九
十
六
時
間
百
二
一
於
’
プ
A

脂
肪
捷
性
／
程
度
漸
衣
進
行
ジ
ア
脂
肪
酸
ヲ
費
生
ス

Y

ェ
歪
η
ノ
煮
沸
浸
出
基
液
モ
亦
酸
性
ト
潟

日
ノ
シ
ガ
鴬
ニ
車
濁
補
髄
結
合
反
賂
－
一
－
Y
A
却
ア
反
膳
ノ
程
度
ガ
七
十
二
時
間
目
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
減
弱
ス

Y

－一辛一

y
－〆
Y

毛
ノ
ナ
ラ
ン
カ
。

（
三
）
、
組
織
標
本
所
見

二
十
四
時
間
ニ
シ
ア
結
設
側
腎
臓
ノ
被
膜
内
接
部
－
一
定
型
的
ノ
脂
肪
球
ノ
現
A

Y

、
ヲ
見
、
時
間
ノ
経
過
－
一
従
ツ
ア
英
数
ヲ
増
ジ
皮
質
深
部

ニ
モ
同
一
染
色
性
ア
示
ス
脂
肪
球
ノ
現
A

V
来
Y
ヲ
認
ム
、
此
球
滴
A

F

2・E
E
m
E骨
F
E
S－
－
与
染
色
－
一

陰
性
ナ

p
。

読

所

以
上
ノ
所
見
－
一
立
脚
ジ
ア
余
等
A

健
康
腎
－
一
就
キ
其
ノ
動
脈
ヲ
結
紫
ス

Y
時

三

腎
質
質
細
胞
中
ニ
脂
肪
ガ
新
タ
ニ
出
現
ス
w
y

ニ
至
y
r
t
ノ

ニ
シ
ア
、
結
染
後
七
十
二
時
間
位
マ
デ
ハ
漸
究
脂
肪
量
ガ
増
加
ジ
行
ク
モ
／
ナ
ソ
ト
信
ズ。

第
三
章

刷
出
シ
タ
ル
－
側
腎
臓
ヲ
同
一
一
動
物
ノ
腹
腔
内
Z
牧
メ
テ
其
億
時
間
ヲ
経
過
セ
シ
メ
タ
ル
場
合

第
参
品
位

，...、
原

著
』」

中葉

悶

一
九
九

（
第
六机
競

一
九
九
）



第
品
少
品
世

著

回

様

F『

原

ニ
O
O

（晴
滑
な
貌

ニ
O
O
〉

手
術
A

軍－
7
無
菌
的
外
科
手
術
－
一
則
リ
開
腹
ス
。
左
側
腎
臓
ノ
動
脈
ト
静
脈
ト
ヲ
同
時
－
一
摘
ミ
タ
Y
後
、腎
臓
ヲ
射
出
シ
、
腹
膜
欠
損
部
ヲ

町
臨
T

－
一
縫
合
ジ
ア
、
後
腹
壁
脂
肪
組
織
ノ
裸
出
、
又
A

淋
巴
ノ
漏
出
ヲ
防
ギ
置
キ
、
刻
出
セ
M
F

腎
臓
ノ
脂
肪
嚢
ヲ
静
カ
ニ
除
去
シ

、
掴
ミ

タグ’

血
管
二
宵
門
ノ
奥
深
キ
部
分
一
一
－
プ
結
禁
ジ
、
無
関
的
一
一
秤
量
シ
ア
、
再
ピ
腹
腔
－
一
一
収
メ
、
腹
壁
ヲ
閉
グ。

実
験
第
八
、
手
術
後
四
＋
八
時
間
、
殺
υ

腹
腔
内
ノ
左
側
腎
臓
A

骨
盤
入
口
／
上
ユ
一
於
－
プ
周
間
ヨ
リ
腸
管
－
一
包
マ
レ
ア
存
在
シ
、
後
者
ト
A

多
量
ノ
繊
維
素
状
翠
片
ヲ
介
ジ
ア
粘
着
ス

腎
臓
A

原
形
ヲ
保
存
セ

Y

ヱ
相
々
腫
大
セ

y
（
手
術
前
七
・
一
五
一先
、
現
在
八
・
九
六
克
）
。
外
観
A

第
二
章
ノ
貫
駿
－
一
於
ケ
Y
ト
相
近
ク
、

唯
、
表
面
ガ
袈
片
附
着
ノ
潟
メ
ニ
粗
ト
ナ
レ

Y
ノ
ミ
。
断
面
A

之

－一
反
ジ
ア
赤
味
ア
失
ヒ
、
硲
血
等
A

勿
論
無
ク
、
水
腫
様
ア
呈
ス
。
周
閣
ヨ

w
y
侵
入
セ

Y
白
色
暦
A

第

一
章
貫
験
－
一
於
ケ
Y
ト
同
様

－
一
存
在
ス

Y

モ
厚
＋
ノ
一
粍
ヲ
超
エ
ズ
。

右
側
ノ
封
照
的
腎
臓
－
一
A

著
麗
無
γ
。

組
織
標
本
用
断
片
ヲ
ト

y
、
残
部
－
一
ア
K
液
ヲ
作
Y

コ
ト
前
ト
同
ジ
。

ω川、

E
液
綿
脂
含
量
ノ
血
清
畢
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
一
八
表
－
一
一
括
セ
ラ
レ
タ
リ
。

第

一

八

表

左

有

限
百
株
脂
含
量
ノ
血
清
接
的
比
校
（
S
R
R
盆
、
安
験
第
八
）

一

左

液
一

0
・一一一一

0
・六

一

0
・
丸
一

単

位

一

0
・
一
五

0
・一

一点一

0
・一五
一

球

量

一

二

一

九

一

二
O
一

和

一

K 手桶

惚

同 1 竣

留

血
総l

コ台

聖子

（
健
側
）

重苦

照

腎

0 

1¥ I三一
八｜ー干王

I o 

iニ会
I 0 0 

一五

0 0 

｜ 二．え
JILJ 五

0 一
六五

! 0 -
ー ！一一五
三二Io ::i,: 
1 左

io O 五

i ? 
I - .'II. 0 

0 

i六五
一
・
五

。



同

一円

分

比

一O
O

，、。

山
内
、

E
液
組
側
脂
含
量
ノ
化
畢
的
比
較

測
定
結
果
A

第
一
九
点
ニ

一市
サ
レ
タ

y
。

ω、
組
織
血
事
的
所
見

組
織
標
本
ヲ
鵡
Y

ニ
其
所
見
A

第
二
章
ノ
寅
験
第
二
第
三
等
－
一
甚
グ
近
キ
コ
ト
ヲ
知
y
。
即
チ
核
ノ
染
色
状
態
ヨ

y
、
外
線
被
膜
下
細
胞
－
一

現
A

V

h
7
Y
脂
肪
球
ノ
状
態
、
及
ピ
周
回
ヨ
リ
ノ
選
定
細
胞
ノ
侵
入
セ
Y

像
一
一
至
Y

マ
デ
、
金
ク
同

一ノ
所
見
－
一
ジ
ア
、
唯
ダ
業
程
度
A

殆
ド
第

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

二
、
第
三
賀
験
ノ
中
間
－
一
－
相
営
ス
y
d
N

加
キ
ヲ
認
ム
。
但
ジ
皮
質
深
部
一
一
A

定
型
的
ノ
脂
肪
球
ヲ
讃
明
シ
得
ザ
リ
キ
。

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

要
ス

Y

ニ
本
章
賓
験
ノ
結
果
A

第
二
章
－一一於ケ
Y
ト
甚
グ
相
近
キ

モ
ノ
ト
ナ
レ
リ
ノ
、
唯
グ
組
織
標
本
ニ
－
Y

皮
質
深
部
－
一
脂
肪
ノ
現
A

レ
ザ

、
、
、
‘
、
、
、
、
、

yhv
差
ア

Y
ノ
ミ
ナ
リ
ノ
。

平第第第第 i
第

定
右
眠
H

総
脂
合
金
ノ
ル
品
開
山
イ
的
比
較
（
由
貿
験
第
八
〉

一
九
表

左

右

腎

〈
抽
出
側
〉

腎

凶

0
・0
二
間
二
%

0
・0
0
三八
%

0
・0
0
一一一八%

回

0
・0
二
間
五

μ

0
・o
o
－－ヘ
ゲバ

回

0
・O
J
一
問
。
%

0
・0
0
一日一八%

凶三

回

0
・0
二
三
八
%

均
（
及
ビ
百
分
比
）

0
・0
0
一一一八%（
一
O
O）

0
・0
二問一

%
（
六
三
凶
〉

第
四
章

刷
出
セ
ル
一
側
腎
臓
ヲ
「
セ
ル
ロ
2
1
F
」
製
一薄
膜
Z
テ
厳
封
シ
再
ピ
腹
腔
内
目
立
恨
メ
タ
ル
場
合

第参品位

（第
円札披

二
O
一一）

F「
原

著
'-' 

＋黄

岡

。



第
品
世
品
晴

F『

原

ヨE
lo...j 

横

問

二
O
ニ

（第
去
就

二
O
二
〉

此
賞
験
A

最
初
通
常
ノ
外
科
手
術
ニ
準
ジ
ア
行
ヒ
シ
－
一
、
菌
芽
ノ
侵
入
セ
ジ
魚
メ
ニ
失
敗
セ

9
0
通
常
無
菌
的
ナ
リ
ト
考
へ

－プ

y
y
手
術
操

作
ニ
－
ア
ミ
常
－
一
多
少
ノ
商
芽
／
侵
入
ヲ
免
レ
ザ
Y

モ
、
健
常
ノ
生
活
組
織
－
一
ア
つ
菌
λ

自
然
一
一
撲
滅
セ

ク
uy

、
ガ
故
－
一
、
其
影
響
ヲ
受
グ

y
コ
ト
無
シ
。
之
ニ
反
シ
－ア
本
章
並
一
一
第
五
章
－
一
記
述
セ
M
Y

ガ
如
キ
貰
駿
一
一
際
シ
ア
A

可
検
腎
臓
A

、
理
想
的
／
培
養
基
ト
ナ
Y
誇

ニ
ジ
ア
特

ヘ，
ザ

ペd

円
以

「
J

「
d

門
｝

門
〉

ニ
一
給
動
無
面
的
操
作
ヲ
要
ジ
、
而
モ
断
ジ
ア
殺
蘭
的
ナ
Y
ペ
カ
ラ
ザ
Y
A
勿
論
ナ

y
。

此
ノ
如
キ
些
小
事
ヲ
敢
－ア
賛
言
ス

Y
所
以
A

、
此
極
ノ
研
究
－
一
闘
ス
M
Y

従
来
ノ
文
献
ヲ
閲
ス

Y

－一
、
其
操
作
極
メ
ア
不
完
全
ナ

y
シ
ヲ
推
定

シ
タ
Y
ガ
故
ニ
ジ
ア
、
且
ッ
衣
章
ノ
質
験
－
一
一
於
－
プ
腎
組
織
ヲ
生
理
的
食
臨
水
中
ニ
保
祖
貯
蔵
ジ
タ
M

戸
時
従
来
ノ
諸
撃
者
A

之
ヨ

y
軍

－
一
－
細
菌
培

養
ヲ
ナ
ジ
ア
培
養
結
果
ガ
陰
性
ナ
Y

モ
ノ
ヲ
何
等
／
顧
慮
ナ
ク
軍
－
一
無
菌
ナ
ソ
ト
セ

Y
モ
、
余
A

其
場
合
－
一
モ
一
数
日
乃
歪
第
十
日
後
－
一
、
或
A

甚
ジ
キ
腐
敗
ヲ
来
セ
ジ
毛
ノ
或
A
腐
敗
セ
ザ
Y
モ
十
数
日
後
雑
蘭
ノ
徐
々
ニ
脅
育
ジ
来
Y

モ
ノ
等
ヲ
見
．何
蕗

マ
デ
ガ
異
ノ
自
家
融
解
ナ
Y
カ

ヲ
判
断
γ
得
ザ
Y
場
合
ア

y
ジ
ガ
故
ナ

y
J
叉
有
菌
的
叉
A
殺
菌
的
－
一
置
カ

レ
タ
Y
組
織
ノ
麓
化
ガ
極
メ
ア
複
雑
ナ
Y
ペ
キ

A
読
明
（
同
¢
明
白

戸
雲
山
了
間
三
一
』
子
一
土
一
内｝向島
J
F
な
Y
E
P
－P
）
ヲ
竣
ツ

マ
デ
予
無
ク
推
考
U
J

得
M
Y

コ
ト
ナ
η
ノ
。
故
ニ
是
非
共
絡
調
無
菌
的
二
貫
験
ヲ
遂
行
セ
ず
Y
J
t

カ
ク
ザ
U
Y

モ
ノ
テ

9
0

手
術
室
ヲ
洗
ヒ
ア
塵
波
ヲ
除
キ
タ

Y
後
、
十
二
時
間
以
上
密
閉
シ
置
キ
、
動
物
ヲ
隣
接
セ

Y
準
備
室
－
一

－プ手
術
牽
上
へ
固
定
シ
、
除
毛
、
皮

膚
消
毒
ヲ
終
ヘ
タ
Y
後
、
静
カ
ニ
手
術
室
内
二
連
ピ
、
術
者
及
介
助
者
モ
勿
論
、
隣
室
－
一
ア
準
備
ジ
手
ノ
消
毒
及
ピ
仮
面
、
手
術
衣
ノ
着
用
等

ヲ
鴻
シ
、
裸
足
一
一
，
プ
入
室
シ
、
皮
切
A

原
則
ト
シ
ア

H
d
f
HO－
－
ロ
氏
焼
灼
器
ヲ
以
ア
遂
行
ジ
、
無
菌
的
敷
布
ヲ
A
1
焼
キ
タ
Y
創
口
二
縁
ヲ
カ
ケ

ア
固
定
シ
、
術
者
A

更
ニ
滅
菌
セ

Y
「
ゴ
ム
」
手
袋
ヲ
穿
チ
ア
、
後
チ
初
メ
ア
腹
腔
ヲ
開
ク
。

腎
刻
出
ニ
閥
ジ
ア
A

前
章
－
一
過
ペ
タ
M
Y

ト
同
ジ
グ
シ
、
「
セ

Y
ロ
イ
ド
L
膜
λ

之
ヲ
二
十
分
間
煮
沸
消
毒
し
V

タ
U
F

モ
ノ
ニ
、
減
蘭
生
理
的
食
盤

水
ヲ
注
ギ
、
コ
レ
ニ
ア
腎
臓
ヲ
包
ミ
ア
括
9
、
再
ピ
腹
腔
一
一
牧
メ
ア
腹
壁
ヲ
閉
グ
。
手
術
ヲ
迅
速
ナ
ラ

ジ
メ

ム
ト
ジ
ア
腎
臓
ノ
秤
量
ヲ
行
A

ザ

柑
ノ
キ
。

賓
駿
第
九
、
手
術
後
二
＋
四
時
間
、
殺
。



腸
管
A

異
物
タ

y
「セ
M
Y

ロ
イ
ド
」
球
ノ
周
闇
－
一
集
マ

2
プ
一
塊
ト
ナ

9
、
多
少
ノ
繊
維
素
性
紫
片
ア
介
ジ

ア
腹
着
ス
レ
ド
モ
、

容
易
ニ
此
等

ヲ
剥
離
ス
w
y

コ
ト
ヲ
符
タ
叩
ノ
。
「
セ

Y
ロ
イ
ド
」
包
／
外
ヲ
清
拭
ジ
、
蒸
潟
水
－
一
ア
洗
ヒ
拭
ヒ
タ

Y
後
、
之
ヲ
開
キ
見
Y

－
一
、
内
容
A

僅
カ
ニ
一
個

濁
セ
U
Y

黄
褐
色
ノ
液
敷
満
ト
、
手
術
常
時
ノ
形
ヲ
其
偉
有
セ

Y
腎
臓
ト
ナ
η
ノ
。
後
者
A

表
面
幾
分
光
部
ヲ
失
ヒ
、
暗
褐
色
ニ
ジ
ァ
、
割
面
モ

一
様
－
一
暗
禍
色
、
腎
孟
／
内
面
A

平
滑
ナ

y
。

健
側
腎
二
削
手
術
ノ
際
ト
鍾
9
無
シ
。
之
ヲ
刻
出
γ
、
脂
肪
嚢
ヲ
除
キ
、
南
側
ヨ

y
y
レ
ゾ
レ
組
織
標
本
断
片
ヲ
ト
リ
ノ
、
腎
門
部
A

切
除
セ

ズ
シ
ア
K
液
ヲ
製
ス
。
左
腎
K
液
製
造
－
一
A

「セ

Y

ロ
イ
ド
」
膜
内
－
一
浸
出
セ
ジ
液
ア
モ
洗
ヒ
ア
之
－
一
加
ァ
。

ω明
、

K
液
崎
町
脂
含
量
ノ
血
清
華
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
二

O
表
－
一
示
サ
レ
タ

y
。

定

結
果

第｜；

第

二

O
表

K 補

惚

ff! 

主主

血

王求

留

同

線

同

刷
、
組
織
肇
的
所
見

第
多
品
世

「、
原

回

著
、」

キ長

一 l 0 
二穴 ｜二 二

0 四！ 八 ~r.: 』一一

一
・
五

。
一五

0 0 

－ ノ、
（＋）況。。
二九
四五

0 ー

｜七荒

_ I 0 --

0 ニ 1 二 五：
0 0 I八 五

l 左

右

腎

（
健
側
）

。

二
O

＝一

（第由
一弘
波

ニ
O
三
）

撃す

照。



回

一

回

一

回

一

世
知
参
島
信

第2誇第平！
均
（
百

F吋

原

二
O
例
）

着
』J

問

ニ
O
閥

（第
伝
説

様

第
二
－

表

定
有
野
総
脂
含
量
ノ
化
良
平
的
比
較
（
貧
験
第
九
）

1五

腎

右

腎

〈
健
側
）

0
・0
一
九
二
%

0
・0
0
四
O

M
N

0
・
0
一
九
O
，%

0
・0
0
凶
二
%

0
・0
一
九
O

M
N

0
・0
0
凶

O
μ

分

0
・0
一
九
一

%
（
凶
穴
五
）

0
・0
0
則
一
%
（
－
O
O）

上七、、J

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
般
細
胞
ノ
状
態
A

賓
験
第
一
ノ
ソ
レ
－
一
似
ア
、
愛
化
ノ
度
A

Y

レ
ヨ
η
ノ
モ
強
ジ
。
今
マ
デ
（
第
二
章
、

第
三
章
）
二
一
刷
タ
Y
Jガ
如
キ
遊
－
定
細

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

胞
ノ
侵
入
セ
w
y

像
A

全
然
無
カ

9
キ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
ズ
グ
ン
」
直
及
ピ
「
オ

ス
ミ
ヲ

ム
」
酸
染
色
ヲ
見
Y

ニ
、
本
貫
験
－
一

モ
猶
ホ
第
二
及
ピ
第
三
章
－
一
於
ケ
Y
ト
同
ジ
ク
、
周
縁
（
繊
維
被
膜
ニ
内

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

。
。
。

、
、
、

接
ス
Y
）
細
胞
内
二
幣
然
ト
現
A

レ
h
p
y

脂
肪
球
ヲ
認
ム
。
但
ジ
其
数
A

質
験
第

一
ノ
ソ
レ

ニ
比
uv

二
プ
著
シ
ク
少
U
J

、
皮
質
深
部

－
二
現
A

レ

ザ
w
y

コ
ト
前
章
一
一
於
ケ
Y

ト
問
ジ
。
但
ジ
此
部

一一於
－
ア
細
胞
慌
全
部
グ
漠
然
ト
「
オ

ス
ミ
ウ
ノ
ム
L

酸一一岡県
染
シ
、
「
ズ
ダ
ン
」

E
－一貰
染
U
J

、
業

程
度
A

前
貫
験
ノ
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チ
血
清
皐
的
検
査
py

曲
線
A
九
十
六
時
間
目
ニ

A
下
降
ス

レ
ド
モ
（
然
レ
ド
モ
健
常
腎
－
一
比
ス
レ
バ
遁
カ
ニ
大
ナ
Y

コ
ト
第
二
章
－
一
越
ペ
タ
Y
ト
同

一
ナ
リノ
）
化
準
的
検
査
ノ
曲
線
A

九
十
六
時
回
一
一
ア

モ
漸
次
上
昇
ジ
カ
グ
ジ
ア
相
互
一
一
正
反
封
ナ
Y
傾
向
ヲ
一
不
ジ
タ
リ
。
此
ノ
如
キ
傾
向
A

第
二
章
一
一
於
ケ
Y

寅
験
結
果
ノ
総
括
ト
金
ク
一
致
セ

リ
（
第
一
周
及
ピ
第
二
闘
ァ
第
三
闘
及
ピ
第
四
悶
ト
封
比
セ
ヨ
）
。

（
総
平
均
－
一
除
外
ジ
タ
Y
本
章
貫
験
第
二
一
モ
亦
九
十
六
時
間
後
－
一
行
へ

Y

一
例
ナ
リ
）
。

（
三
）
、
組
織
瞳
的
所
見

大
懐
ニ
於
－
プ
前
文
（
一
）
、
（
二
）
ノ
観
察
ト
一
致
ス
。
庚
汎
性
一
一
現
A

Y

、
細
胞
健
ノ
「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
染
色
性
ガ
時
間
的

ニ
増
加
ス
Y

コ

ト
A

第
二
、

ゴ一
本
－
一
月
著
明
ナ
？
ザ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

繰
越
糟
及
淡
合
管
ヲ
除
キ
ア
A

愛
化
／
時
間
的
推
移
ガ
常
－
一
局
所
解
剖
撃
的
関
係
ヲ
有
ス
Y

コ
ト
円
前
章
ト
同
ジ
。

虞
汎
性
「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
限
染
色
性
ノ
ミ
ガ
時
間
的
ニ
高
マ
リ
行
ク
ニ
モ
拘
ク
ズ
、
七
十
二
時
間
以
後
－
一
於
ケ
Y
化
事
的
及
ピ
血
清
皐
的
検
査

ノ
結
果
脂
肪
ト
ジ
－
ア
A

第
二
章
（
第
一
間
及
第
二
闘
）

－
一
比
ジ
ア
左
程
増
加
シ
居
ラ
ザ
Y

コ
ト
A

注
目
ニ
値
ス
。
殊
一
一
血
清
準
的
検
査
ノ
結
果

ト
化
準
的
測
定
ノ
結
果
ト
ガ
相
互
－
二
致
セ
ザ
Y

コ
ト

A
何
等
カ
ノ
理
由
ア
Y

ペ
キ
モ
ノ
ト
考
ヘ

ヌ
Y

（一

九
九
頁
備
考
塞
照
）
。

余
等
A

第
一
章
ニ
於
ア
組
織
皐
的
（
染
色
的
）
検
査
万
法
－
一
於
－
プ
A

何
等
脂
肪
閏
有
ノ
所
有
ア
呈
セ
ザ
Y
場
合
一
一
－
プ
モ
化
率
的
検
査
及
血
清

‘

皐
的
検
査
ニ
ア
A

明
白
ニ
脂
肪
（
類
脂
鰹
）
ゾ
存
在
ヲ
立
讃
シ
得
Y

コ
ト
ヲ
示
シ
ア
以
ア
脂
肪
縫
性
問
題
ノ
研
究
－
一
際
ジ
ア
A

化
皐
的
乃
至
血

清
準
的
機
査
ノ
結
果
ア
基
礎
ト
潟
シ
標
準
ト
潟
＋
ノザ
Y

ペ
カ
ラ
ザ
Y
ヲ
設
キ
タ
リ
ノ
、
今
ヤ
本
章
一
一
於
ケ
U
F

検
査
ノ
結
果
一
一ア
A

組
織
ノ
「
オ
ス

ミ
ク
ム
」
酸
染
色
性
ノ
ミ
ガ
時
間
的
一
一
向
上
シ
行
ク
ニ
モ
拘
ヌ
ズ
化
準
的
及
ピ
血
清
皐
的
検
査
ノ
結
果
A

相

一
致
シ

ア
肪
肪
（
類
脂
樫
）
合
量
《

館用参
－A世

F『

原

着
L」

キ責

国

〈
第
出札
務

一一一一一）



舶
用
品
少
品
位

F『

原

事E

4黄

岡

一一一ー一
（第
町伝
競

二
一

二
）

左
桂
高

7
y
居
－
フ
ザ

Y
コ
ト
ヲ
一
不
シ
夕
、
y
、
故
－
一
「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
酸
－
一
－
プ
黒
染
セ
w
F

モ
ノ
ヲ
目
シ
ア
直
チ

ニ
全
部
脂
肪
（
乃
至
類
脂
健
）
ナ

y

ト
シ
ア
取
扱
ヒ
、
以
F

プ
脂
肪
麓
性
問
題
ヲ
律
セ

ン
ト
欲
ス

Y
ガ
如
キ

コ
ト
ア
ク
バ
大
－
一
考
慮
ヲ
要
ス
ペ
キ
事
項
ナ
Y

－一似
タ
9
。

第
五
章
創
出
腎
臓
ヲ
滅
菌
生
理
的
食
聾
水
中
Z
E
T
一
脇
氏
三
十
七
度
目
－
貯
へ
タ
ル
場
合

第
一
章
ヨ

y
第
四
章
マ

デ

ニ
通
ジ
ア
現
－
A

レ
b
p
y

脂
肪
ノ
量
的
関
係

て
業
比
較
ノ
標
準
ア
毎
常
他
側
、
卸
チ
引
績
キ
鰻
液
環
疏
ノ
下
－
一
ア

y
健
康
財
臓
ニ
取

y
シ
ガ
故
ニ
確
定
的
ノ
低
ヲ
示
ス
ト
A

一
五
フ
ペ

カ
ク
ズ
。
本
草
－
一
一
於
－
プ
A

某
誤
差
ア
可
及
的
少
カ
ク
シ
メ
ム

ガ
潟

ニ
同
一

腎
臓
ニ
就
－
Y
比
較
検
査
ヲ
途
グ
タ
y
。

賓

験

方

法

施
釣
無
菌
的
操
作
ニ
闘
シ

－Y
A
前
章
（第

頁
）ニ

一辺
ペ
タ
J

U

Y

ト
同
断－一

シ
ア
厳
密
ナ
Y
注
意
ア
ナ

ス
。
衣

－
一
下
記
ノ
加
キ
入
組
ノ
容
器

ヲ
準
備
ス
。

側
、
清
洗
セ
Y
秤
量
縄

ζ
0
・
八
五
M
Y
食
臨
水
二
O
耗
ヲ
入

レ
、
使
用
前
－
一

0
・
0
0
0
一
克
マ
デ
秤
量
ス
。

伊
、
標
本
瓶
二
組
ニ
究
ノ
固
定
液
ヲ
入
y
。

例
、
四
%
「
フ
オ

Y
マ
y
ン
」
水
（
普
通
）
ノ
「
フ
オ

Y
7
y
ン
」
水
ヲ
更
－
二

O
Mバ
ニ
稀
稗
セ
Y
モ
ノ
）
。

ゆ
、
「
斗

4
バ
叶
川
、
フ
オ

y

？
？

ン
」
披
o

mw、
秤
最
縮
、
小
川
ト
同
ジ
ク
ナ
ジ

0
・
八
五
折
食
購
水
ヲ
入
y
。

戸
、
特
ニ
二
重
蓋
ヲ
有
ス
UF

秤
量
躍
ヲ
清
洗
シ
、
之
ヲ
乾
熱
滅
蘭
シ
、
使
用
前
日
一
手
術
室
内
－
一
－
ア
（
新
－
一
滅
菌
セ
w
y

）

0
・八
五
折
食
韓
水
ニ

O
蛇
ヲ
入
レ
、
二
重
蓋
ヲ
ナ
シ
、
静
カ
ニ
天
秤
室
－
一
運
ン
デ
秤
量
ス。

宮
、
標
本
瓶
、
（
特
ニ
確
カ
ナ
Y
密
栓
ア
Y
物
）
二
組
。

〈
ぜ
て
戸
V
U

）共
－
一
清
流
、
滅
菌
ジ
、
0
・
八
五
%
’
減
蘭
食
瞭
水
ヲ
使
用
前
－
一
入

y
。



（U
）
、
清
洗
滅
菌
セ
UY

二
重
蓋
附
秤
量
憶
（
A
）
ト
同
ジ
注
意
ノ
下
ニ

0
・
八
五
%
食
臆
水
ヲ
入

ν
秤
量
ス
。

室
外
ニ
ア
動
物
ヲ
準
備
シ
タ
U
F

後
空
気
栓
建
一－
一
ア
致
死
ジ
斑
チ

ニ
手
術
室
－
一
入
レ
、
焼
灼
皮
切
等
前
述
ト
同
ジ
注
意
ノ
下
－
一
、
左
側
腎
臓
夕

刻
出
ジ
、
脂
肪
嚢
ヲ
去
リ
、
究
－
一
腎
門
部
ヲ
挟

y
棄
ツ
Y

カ
、
又
A

繊
維
被
膜
ト
共
－
一

腎
孟
ヲ
等
部
マ
デ
引
出
シ
，
プ
裁
除
シ
（
数
回
慣
M
Y

レ
バ

容
易
ュ
引
キ
出
γ
得
y
ニ
至
Y
）タ
U
F

モ
ノ
ヲ
、
解
剖
断
面
－
一
於
ア
縦

二
一
分
シ
、
究
－
一

第
五
闘
ノ
如
ク
横
一
一
四
分
ス
。

闘
ノ
（
入
）・（
B
）・（
C
）・（
K
）内（町）・（
C
）
ヲ
ソ

レ
ゾ
レ
容
器（
A
）・（
B
）・（
C
）・（
M
A

）
・
（
町
）
・
（
ぴ
）
－
一

入

ν
、
相
封
セ
U
F

片
ヲ
以
－ア
比
峻
研
究
ス
ペ
カ
ク
シ
ム
。
郎
チ
（
A
）・（C）・（
M
A

）・（

σ
）・
7
迅
速
－
一
秤

量
シ
、
（
M
A

）
・
（
町
）
・
（
じ
）
ヲ
庇
チ
ニ
揖
氏
三
七
度
ノ
解
竃
内
ニ
移
シ
、
（
A
）
ヨ
リ
K
液
ヲ
製
ジ
、
（
C
）

A

蛋
白
定
景
（
第
一
章
4
塞
照
）
ニ
供
シ
、
（
B
）
ヨ
叶
ノ
組
織
標
本
ヲ
製
ス
。

K
液
A

或
A

僻
寵
或
A

氷
室

内
ニ
貯
ヘ
ア
、
所
要
時
間
ヲ
経
、
過
セ
ジ
メ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ザ
wy

ガ
故
－
一
、

K
液
ヲ
製
ス

Y
操
作
毛
亦
無
菌

第
分 Ji.
WJ悶
セ

Jレ正
左『ド
腎線
a.’むjニ
・1111 テ

4’ ア二
万マツ
スー

的
ナ
ラ
ジ
ム

。

所
要
時
間
経
過
ノ
後
（
川
A

）
ヨ
y
K
液
ヲ
製
ジ
、
（
mu
）
A

蛋
白
定
量－一

供
シ
、
（
Ja
）
A

ニ
．
（
U
U

）
A

「
ミ
ユ

y
v
y
プ
オ
Y

マ
p
ン
」
－一
投
ズ
。

「
フ
オ
Y

マ
叫
J

ユノ
しーカ
ク
ジ
ア
前
ニ
製
造
ジ
ア
貯
へ
置
キ
b
y
y

（A）・
K
液
ト
、
所
要
時
間
経
過
後
二
腎
臓
片
ヨ

9
製
ジ
タ

yr）・
K
液
ト
ヲ
可
験
液
ト
ジ
ア
一
面
軍
獅
補
健
結
合
反
感
試
験
ヲ
行
ヒ
他
商
同
時
－
一
一
主
総
脂
合
有

量
ヲ
化
率
的
ニ
測
定
シ
、
前
一
一
回
定
セ

Y
標
本
及
ピ
測
定
ジ
ア
Y
蛋
白
量
ト
、
所
要
時
閉
経
過
後
－
一
至

リ
ア
同
定
セ

Y
腎
組
織
標
本
及
ピ
測
定
セ

Y
蛋
白
量
ト
ヲ
比
較
ス
。

K
液
及
ピ
蛋
白
定
量
甲
一
用
フ
Y
液
A

低
－
一
器
（
A
）
・
（

r
）・（
C
）・
（じ
）
中
ニ
入
レ
ア
w
y

食
関
水
ヲ
用
ヒ
ア
製
シ
、
之
－
一
探
ヲ
沈
ヒ
タ
Y

モ
ノ

ヲ
モ
加
プ
。
故
一
一

K
液
ノ
潟
メ
ニ
（
A
）
・
壬
）
内
－
二
課
メ
入
y

、
食
鞭
水
A

、
投
入

ス
Y
腎
片
一
克
－
一
付

一
O
括
（又
λ

五
蛇
）
ノ
割
合
ヨ
リ
’
宅

造
カ
ニ
少
キ
容
積
ナ
Y

ヲ
要
シ
、
従
d

プ
家
兎
A

ナ
Y

ペ
ク
大
ナ
Y

ヲ
撰
ピ
、
切
片
A
－M
A

ヲ
ナ
Y

ペ
ク
大
ナ
フ
シ
ム
。

佐
川
多
品
哲

F『
原

著
、~

様

一一一一一一
〈
第
点
目
抜

。一
一一一一） 

岡



第
参
馳
せ

F『

原

箸
〕

様

悶

二
一
四

〈

第

出
札
措
蜘

二一

川〉

貯
戒
セ
シ
モ
ノ
A

倣
カ
ニ
甘
キ
肉
汁
臭
ヲ
呈
シ
、
溶
血
ヲ
一
不
サ
ズ
。
悪
臭
ア
Y

モ
ノ
、

又
A

肉
眼
上
溶
血
（
貯
蔵
液
中
二
血
色
素
ノ
淵
散
セ

y
牒
）
ヲ
認
メ
タ

グ
時
三
岡
ア
立
流
シ
得
ザ
M

戸
時
ト
雄
モ
之
ヲ
棄
却
セ
リ
。

賓
輪
第
一
回
、
刷
出
後
二
十
四
時
間
。

川
町
河
臓
ガ
小
十
リ
シ
故
蛋
白
質
ノ
定
量
ヲ
ナ
＋
ノ万
。
貯
臓
セ

Y
片
山
軟
カ
ク
、
腫
脹
シ
、
精
々
槌
色
セ
Y

モ
、
猶
ホ
褐
色
ヲ
呈
ス
。
之
ヨ

y

（

H
A
）

K
液
ヲ
製
ジ
、
前
日
ヨ

y
秤
篭
－
一
貯
へ

ア
Y
（入）
K
被
ト
比
較
ス
。
何
レ
モ
臓
器
重
量
一
克
－
一
付
キ
食
関
水
五
括
ノ
割
合
ナ
リ。

ω明
、
瓦
液
緯
脂
含
量
ノ
血
清
隼
的
比
較
（S
R
R
量）

結
果
A

第
二
八
表
ニ

一市
サ
レ
タ

y
。

第

二

八

表

食
問
問
水
貯
川
川
崎
バ
緑
町
八戸川島
（日円
U
A
R
借
一
）
／
臥
品川
接
的
比
較
（
貸
験
第
一
円
）

K 

、J
’し

－

f
h

、．
J
ノ

一

0
・
二
五
一
一一一一一

補

惚

J¥i. 

P妄

留

血

球
主忠．

l司

手司

同

百

分

比

側
、

E
液
纏
脂
含
量
ノ
化
畢
的
比
較

測
定
ノ
結
果
ハ
第
二
九
表
ニ
示
サ
レ
タ

9
0

λ 

O ー
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（
別
出
直
後
〉

謝

月ー

照

一・五

第

二

九

表

二
十
問
時
間
食
慨
水
貯
蔵
腎
片
総
附
含
量
ノ
化
感
的
比
較
〈
目
覚
験
第
一
四
〉



第

〆「

Yi 
分
比岡 田

、ー〆 ~ ~ 

P・E・~、・－、 ，司・ー－、圃．．．． 、

第千

主き

A
片
（
ニ
四
時
間
三
セ
度
保
存
〉

0
・
0
0・
九
七
%

0
・0
0
九
七
%

0
・0

一O
二
%

0
・0
0
九
五
%

0
・0
0
九
七

μ

0
・0
0
九
二
%

0
・0
0
九
六
六
（
五
八
七
）

A 

（
捌
出
直
後
〉

ωw、
組
織
事
的
所
見
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．

。
。
。

、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

が
片
所
見
A

前
章
賞
験
第
九
二
一
於
ケ
Y
ト
相
近
U
J
o

忍

一一モ
被
膜
内
接
部
－
一
明
瞭
ナ
w
y

脂
肪
球
ヲ
認
メ
、其
数
量
A

寅
験
第
九
－
一
於
ケ
Y
ト
殆

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ド
大
差
無
キ
鹿
ト
、
著
シ

ク
鮮
少
ナ
Y
蕗
ト
ア

y
。
皮
質
部
ノ
康
汎
ナ
w
y

「
オ
ス
ミ
ヲ

ム
」
酸
染
色
性
A

質
駿
第
九
－
一
一
般
ケ
w
y

ヨ

y
毛
強
カ

y
キ

｛
貫
駿
第
一
五
、
一
七
、
別
出
後
四
十
八
時
間
。

切
片
A

何
レ
モ
双
白
色
ト
ナ
η
ノ
軟
カ
ナ

y
o
各
々
ヨ
リ
ノ
K
波
及
組
織
標
本
ヲ
製
ジ
、
叉
蛋
白
質
ノ
定
量
ヲ
モ
一逐グ
タ
7
0．

ω川
、

K
液
線
脂
含
量
ノ
血
清
撃
的
比
較
（
S
R
R
量）

結
果
A

第
三
O
表
一
二
括
セ
ラ
レ
タ
リ
。
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ナ
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0
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一

験

第

0
・
五
三
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九

所
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繕

揺

（－）、

E
液
単
濁
補
憧
結
合
力
（
S
R
R
量
）
ノ
襲
化

一
個
ノ
腎
臓
ア
解
剖
的
切
開
法
二
従
－

Z
一
ッ
－
一
割
故
シ

相
調
合
セ

Y
二
部
－
ゴ
ハ
？
チ
、
一
方
ヲ
直
チ
ニ
、
而
ジ
ア
其

ノ
相
調
部
ヲ
三
七
度
ノ
生
理
的
食
鞭
水
中
ニ
無
菌
的
－
一
貯

へ
、
一
定
時
間
ア
経
過
セ
ジ
メ
タ
Y
後
－
一
、
ソ
レ
グ
レ
砕

キ
ア
煮
沸
浸
出
液
ヲ
作

y
、
英
軍
濁
補
慎
結
合
カ
ガ
、
直

後
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
ア
増
強
セ

Y
程
度
ヲ
、
経
過
セ
w
y

穂
々

／
時
間
二
従
ッ
ア
検
シ
タ
Y

一
々
ノ
結
果
A

、
統
－
一
第
二

八
表
、
三

O
表
及
ピ
三
三
表
ニ
示
デ
レ
ク

p
。
今
ヤ
之
ア

一
括
シ
ア
第
三
六
表
ヲ
得
、
夏
ニ
之
ヲ
嗣
一
不
u
v
e
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第
六
闘

ヲ
得

h
p
y
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第
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別
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血
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臓
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七
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貯
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ダ
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経
過
時
間
ト
該
部
分
ノ
煮
沸
浸
出
液
皐
濁
稿
程
結

合
カ
ト
ノ
推
移
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腎
臓
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分
別
出
直
後

ト
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叫
水
中
）
し
し
十
問
時
一
刷
十
八
時
一
肌
十
六
回

一
刷
出
直
後
／
モ
ノ
品
比
シ
単
調
締
健
結
－l

一

｜

一

l

一
合
カ
／
増
加
市
中
%

一

一一O
O一
一一
九
千
九
一
三
O
一

原

一第
一
二
八
表
一第
一一一
O
表
一
第
三
三
友

第六 胴

野島I］出後三七度食店経水中ニlt守減セル時間ト？吉該臓器片中＝増加シ＊Pシ
車部前i健結合カSRR（総脂盆ノ標徴）トノ；推移（第三十六表参！！ft)

（第
去
就

ニニ
ニ
〉

0 

_,_ 
〆、

j司、

二，L

五
・
八
%
減

二

一・

o

0
・0
八
一

o

一
五・

o

j「1



得時ユノ表々易IJl叱 公
皆タ J、比長ニノ出液易IJ ご
~ 9第シ短示結直中日l
雪。三 7 ニヲ・果後ニセ E
表 七増従 V J、／移ノV 液
表加アタ阪同行腎含
ヲセ、 9 ＝ーセ臓有
得ノV 娘。第腎ノV 片側
、程脂今二臓総ヲ脂
之度合ヤ九ノ脂三重
ヲア量易fj表相量七ノ
岡、ガ出、封ヲ度鍵
示百易lj後三片化生化
ジ分出経ート皐理
ア比直過表比的前
第ニ後セ及 i陵ニ食
七アノ ノV ピセ測瞬
函示モ時 三ノV 定水
ヲスノ間四ージ中

無
蘭
的

貯

種
々
ノ

時
間
ヲ

経
過
セ
シ

メ

タ
ノV

後

常
該
片・
1{'1 / 

煮
沸
浸

液
96 ヲ
4号

／
 

山

山

向

。

レ

ソ

γー

叫
ん叩盤
－hw哨
4
H
f
口
相
相
官
、
♀
『
司
巡
醤
号
一
一
時

斯
ク
ジ
テ
’
血
清
準
的
及
ピ
化
畢
的
ノ
二
方
面
ヨ
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検
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ヅ
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測
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ジ
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戸
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脂
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ノ
債
ヲ
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ス
ザ
戸
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ペ
ジ
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九
七
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頁
及
第
二
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一
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程
漸
究
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脂
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片
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七
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／
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四
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－
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検
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－
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－
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－
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－
一

「
オ
ス
ミ
ヲ
ム
」
酸
－
一
黒
染
ス

Y
力

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
ー、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

A

、
食
鞭
水
保
存
ノ
時
間
司
ノ
経
y
－
従
ッ
ア
開
明
大
ト
ナ
リ
、
貫
験
第

一
六
ニ
一
於
a

プ
A

脂
肪
球
－
一
似
ヶJ
Y
頼
粒
ノ
黒
染
セ

Y

モ
ノ
ガ
移
行
型
ノ
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
現
A

レ
、
且
ッ
「
ズ
グ
ン
」
皿
－
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－
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モ
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少
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脂
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鍵
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ノ
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果
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Y
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本
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ノ
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Y
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ノ
ト
、
理
皐
的
使
件
（
高
熱
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ヲ
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ア

コ
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0
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金
、
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秘
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島
止
叉
A

静
止
セ
シ
メ
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F

場
合
－
一
一
於
ケ
Y
脂
肪
獲
化
ノ
程
度
ヲ
草
濁
補
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結
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カ
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指
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潟
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貯
碕
セ
ル
場
合
、
（
賓
験
第
二

O
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二
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賓
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絶
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無
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腎
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刻
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繊
維
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及
ピ
腎
門
部
ァ
除
去
ス

Y

コ
ト
前
章
ト
同
ジ
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B
C
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個
ノ
秤
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重
蓋
付
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ヲ
清
洗
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菌
ジ
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各
々
ニ
滅
蘭
セ

Y
0
・
八
五
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食
躍
水
五
（
叉
A

一
O
）
沌
ヲ
入
V
4
プ
秤
量
ジ
置
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A
寸
劇
出
セ
Y
腎
臓
ヲ
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、
下
ノ
三
部
分
三
積
ニ
棋

y
、
各

一
部
分
ア
A
－
B
じ
／

ゴ一
片
－
一
縦
一
一
概

y
、
各
一
部
分
ノ

一
片
宛
卸
チ
A
三
片

B
三
片
、
C
二
一
片
ヲ
一
組
ト
ナ

ジ
秤
量
制臨ん

B
H十二
二
組
宛
投
入
シ
ア
秤
量
ス
、
斯
ク
ス
w
戸
時
A

各
容
器
内

ニ
A

何
レ
モ
上
、
中
、
下
ノ
各
部
分

ヨ
リ
ノ
一
片
宛
ア
入
レ
タ
Y

コ
ト
、
ナ

y
高

一
限
局
性
脂
肪
合
有
量
ノ
不
均
等
ナ
Y

コ
ト
ア
リ
ト
ス

Y

モ
検
査
成
績
ノ
誤
差
ヲ
軽
減
ジ
得
ペ
シ

究
ニ

A
ヲ
葉
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三
十
七
度
ノ
解
篭
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ニ
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ブ
。

日
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O
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－
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－
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沸
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シ
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、
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ハ

ソ
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九
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又
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／
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／
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－
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シ
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。
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猫
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合
反
感
－
一

ヨ
y
－
ア
比
較
シ

血
清
皐
的
ニ
脂
肪
台
有
量
ヲ
比
較
ジ

タ
Y
結
果
A

第
三
八
表

ニ
於
ケ
y
dμ

如
ク
、
百
度
沸
騰
水
中
ニ
九
十
秒
以
上
掃
入
シ
h
p
y

モ
ノ
A

刻
出
直

後
－
T
粉
砕
煮
沸
ジ
タ
w
y

者
ト
殆
ド
大
差
ナ
グ
何
V

屯
共
－
一
、
別
間
後
三
七
度
一
一
貯
ヘ

ラ
レ
タ
リ
シ
そ
ノ
－
一
比
シ
ア
R
R
量
這
カ
ユ
少
カ
リ
キ
。

叉
腎
臓
ノ
前
同
様
二
二
分
ジ
前
遁
沸
騰
水
中
－
二
冊
入
ス
グ
’代
リ
ノ
ニ
氷
室
内
ニ
叉
A

氷
片
間
ニ
掃
入
貯
戴
シ
世
ク
時
A

其
K
液

ヨ
リ
得
h
H
Y

R
R
量
ガ
腎
刻
出
直
後
－
一

K
液
ト
ナ
シ
タ

Y
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
著
シ
ク
増
加
セ

Y

モ
ノ

ア
η
ノ
（
貫
験
第
二
八
及
第
三

O
）
。
賞
験
第
二
八
ニ

一於－
7
A
其

億
三
七
度
ニ
貯
ヘ
タ
Y

モ
／
ヨ
リ
モ
更
ニ

R

H
量
ノ
多
キ
ヲ
見
グ
、
但
シ
其
他
ノ
場
合
－
一
A

一
般
－
一
水
冷
中
－
一
貯
蔵
セ
ク
レ

タ
リ
ジ
腎
片

ヨ

y

需
用
参
品
世

F園、
原

著
‘」

4策

同

二
三
五

（
第
点
仏
暗
部

二
三
五
〉



第
多
品
管

，...、
原

著
‘d 

筏

悶

二一－一六

（
第
士
号
競

二一－
一ムハ）

ノ
R
R
量
A

一
二
七
度
二
貯
へ
－
ソ
レ
タ
リ
シ
毛
ノ
ユ
比
シ
4

プ
蓬
カ
ニ
小
ナ
リ
キ
。

次
ユ
確
貫
一
一
恒
－
一
零
度
以
下
ナ
Y
魔
法
制
限
中
－
一
貯
へ
－
一
ノ
レ
タ
Y

毛
／
A

第
四
一
表
－
一
示
サ
レ
タ
Y
ガ
如
ク
（
貫
駿
第
三
三
ヲ
除
ケ
バ
）

R
R

量

三
二
七
度
－
一
貯
臓
セ

フ
レ
タ
Y
腎
片
ヨ

y
A
蓬
カ
ニ
小
－
一
シ
ア
、
而
モ
腎
刻
出
直
後
－
一

K
液
ト
テ
シ
タ
U
Y

毛
ノ
ト
等
シ
キ
カ
或

A
極
メ
ア
近

似
セ

Y
債
ヲ
一
不
シ
タ

y
。

検
査
成
績
ノ
綿
括
的
考
察
反
ピ
討
究

余
等
ノ
検
査
シ
得
タ
Y
所
見
ヲ
列
記
ス
レ
バ
下
ノ
如
シ
。

一
、
建
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
一
一
就
－
プ
軍
濁
補
健
結
合
カ
ヲ
比
較
セ
M
Y

ユ
左
右
腎
共
－
一
殆
ン
ド
同

一
ナ

y
キ。

一一
、
建
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
一
二
坑
ア
線
脂
合
量
ヲ
化
串
的
ニ
測
定
シ
比
較
セ

Y

－
一
左
右
腎
共
－
一
殆
シ
ド
同
一
ナ
リ
キ
。

三
、
健
康
家
兎
腎
臓
／
有
ス

Y
生
蛋
白
鶴
量
ア
化
皐
的
－
一
測
定
ジ
比
較
セ

Y

ニ
左
右
腎
共
殆

y
v同
一
ナ

9
キ。

問
、
健
康
家
兎
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
中
ニ
A

脂
肪
ノ
包
合
セ
ラ
レ
居
Y

コ
ト
頴
著
ナ
リ
ジ
－
二
t

拘
ラ
ズ
、
其
ノ
腎
組
織
ヲ
組
織
準
的
染
色
的
－
一

頴
微
鏡
下
二
検
査
ス

Y

モ
脂
肪
一
一
固
有
ナ
Y
所
見
ヲ
得
Y

2

ト
能
λ

ザ
リ
J

キ
（
以
上
第
一
章
所
見
）
。

五
、
家
兎
ノ
一
側
腎
動
脈
ァ
結
染
セ

Y
後
二
十
四
時
間
、
三
十
時
間
、
四
十
八
時
間
、
七
十
二
時
間
及
ピ
九
十
六
時
間
目
ニ
於
ア
南
側
腎
臓
煮
沸

浸
出
液
二
就
キ
爾
他
同
一
一
保
件
ノ
下
品
一
於
ア
車
濁
補
鱒
結
合
カ
ヲ
比
較
ジ
タ

Y

－
一
腎
動
脈
ヲ
結
繋
セ

ラ
レ
タ

yud
側
ノ
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出

液
A

健
側
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
非
常
－
一
大
ナ
Y
補
鰻
結
合
力
ヲ
示
ジ
タ

y
。

六
、
以
上
ノ
如
キ
軍
濁
補
鰻
結
合
力
ノ
増
強
A

腎
動
脈
結
裂
後
時
間
ヲ
経
過
ス

Y

コ
ト
大
ナ

y
シ
モ
ノ
程
漸
衣
的
二
大
ト
ナ
ジ
タ
リ
而
ジ
ア

結
致
後
七
十
二
時
間
ヲ
経
タ
Y
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
軍
濁
補
鰻
結
合
力
ヨ
H
J

モ
九
十
二
時
間
二
艦
、過
シ
タ

p
シ
腎
臓
／
煮
沸
浸
出
液
J

軍
調
補
髄
結
合
力
ノ
方
ガ
稿
々
小
ト
ナ

y
－
プ
宛
カ
モ
結
染
後
四
十
八
時
間
ヲ
経
過
ジ
タ
リ
ジ
腎
臓
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
術
開
結
合
力
ト
同
一

程
度
‘一
現
ハ
レ
タ

9
（
第
一
園
）
。



七
、
前
項
五
二
記
し
y
b
y
y

ト
同
一
ノ
可
検
材
料
ヲ
以
－
プ
総
脂
合
量
ア
比
較
セ
uy
e
一
、
腎
動
脈
結
染
側
－
一
ア
9
7
A
総
脂
合
量
健
側
ヨ

y
毛
著
明

－
一
大
ト
ナ

p
h
p
y
、而
ジ
ア
腎
動
脈
結
集
後
時
間
ヲ
経
過
セ
wF

コ
ト
大
ナ

y
シ
程
総
脂
合
量
モ
亦
ソ
レ
ト
連
行
シ

dy
大
ト
ナ
リ
ノタ
y
。

八
、
軍
濁
補
憧
結
合
力

A
九
十
六
時
間
経
過
後
／
毛
ノ

A
七
十
二
時
間
経
過
後
ノ
屯
ノ

ヨ
y
モ
却
，
ァ
小
ト
ナ
9
ジ
ガ
、
緯
脂
合
量

A
九
十
六
時

防
経
過
後
ノ
モ

ノ
A

七
十
二
時
間
経
過
後
ノ
モ
ノ
ヨ

9
モ
賄
著
ュ
大
ナ

y
キ
（
第
二
闘
）
。

九
、
腎
動
脈
結
殻
側
ノ
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
タ
グ
’腎
被
腹
－
一
接
鯛
セ
wy

腎
貫
質
細
胞
内
ニ
定
型
的
ノ
脂
肪
球
ノ
出
現
ヲ
立
謹
ジ
得
b
F

。ノ
、
而
シ
ア
此
ノ
所
見
ノ
程
度
A

腎
動
脈
結
染
後
附
閑
ア
経
過
セ

Y

コ
ト
大
ナ

y
uJ腎
臓
程
盆
々
顕
著
－
一大
ユ
シ
ア
終
－
一
A

腎
皮
質
深
部
ノ

質
質
性
細
胞
内
ニ
モ
同

一
染
色
性
ヲ
示
セ
Y
脂
肪
球
ガ
出
現
ス

Y

ニ
至
レ

y
（
以
上
第
二
章
所
見
）
。

一
O
、
健
康
家
兎
－
一
就
ア
一
側
腎
臓
ヲ
刻
出
シ
ア
直
チ
ニ
同

一
家
兎
／
腹
腔
中
ニ
牧
メ
、
四
十
八
時
間
経
過
後
之
ァ
取

y
出
ジ
ア
他
側
腎
臓
ト

比
較
シ
タ
Y

－
一
其
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
軍
濁
補
樫
結
合
力
A

健
側
腎
ヨ
y
モ
三
倍
以
上
大
ナ
リy
キ。

一
一
、
前
項
一

O
ト
同
一
ノ
可
検
材
料
ニ
就
ア
総
脂
合
量
ヲ
測
定
セ
Y

ニ
刻
出
セ
ラ

v
hy
y
ジ
腎
臓
A

健
側
腎

ヨ
y
モ
六
倍
以
上
／
総
脂
量

ヲ
一
不
シ
タ
リ
ノ
。

一
二
、
前
項
一

O
ニ
蓮
ペ

タ
Y
ト
同
一
ノ
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
b
y
y

一一一第九
項
（
腎
動
脈
結
訣
ノ
場
合
）
－
一
立
読
シ
タ
Y
ト
同
一
ノ
所

見
ヲ
符
タ
η
ノ
、
但
ジ
脂
肪
球
ガ
皮
質
深
部
ノ
質
質
性
細
胞
内
－
一
モ
現
A

レ
タ
η
ノ
シ
所
見
（
第
九
項
）
ノ
ミ
A

此
／
場
合
－
一
検
知
セ

y
（
以
上
第

四
章
所
見
）
。

一
三
、
健
康
家
兎
ノ
一
側
腎
臓
ァ
刻
出
シ
、
之
ア
直
接
－
一
腹
膝
中
ニ
牧
ム

Y
事
ノ
代
時
二
一
先
グ
「
セ

Y

ロ
イ
ド
」
製
薄
膜
ヲ
以
ア
厳
封
シ
健
液
及

ピ
白
血
球
等
ノ
影
響
ヲ
全
然
除
外
シ
得
Y
朕
態
ト
鴻
シ
ア
絶
劃
無
菌
操
作
ノ
下
三
腹
腔
中
ニ
牧
メ
置
キ
二
十
四
時
間
ア

経
過
セ

Y
後
－
一
取

y
出
シ
ア
健
側
腎
ト
比
較
セ
Y

－
一
、
業
沸
浸
出
液
ノ
車
濁
補
髄
結
合
力
A

健
側
－
一
比
ジ
頗
Y
大
ニ
ジ
ア
約
三
倍
強
ノ
R
R
量
ヲ
呈
シ
タ

9
0

一
回
、
前
項
二
ニ
ト
同
一
／
可
検
材
料
－
一
就
ア
線
脂
合
量
ア
比
較
セ
Y

－一「セ

Y

ロ
イ
ド
」
嚢
ニ
密
封
セ
U
Y

刻
出
腎
A

健
側
ヨ
叫
ノ
モ
四
倍
以
上

ノ
大
ナ
Y
総
脂
合
量
ヲ
示
セ
リ
ノ。

第
多
品
位

F『
原

著書..... 
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第
多
品
世

F『

原

箸
』4

f葉

国

二
三
八

（第
家
協

二
三
八〉

一
玉
、
前
項
ご
ニ
二
地
ペ
b
y
y
刻
出
腎
臓
ヲ
組
織
皐
的
－
一
検
査
シ
タ
Y

ニ
、
第
二
・
草
及
ピ
第
三
章
郎
チ
第
九
項
及
ピ
第
一
二
項
ニ
記
載
セ

Y
所

ト
大
陸
－
一
於
夕
、
同
一
ノ
所
見
ヲ
呈
シ
b
p
y
、
但
シ
此
／
場
合
－
一
於
F
7
A
第
九
項
及
ピ
第
ご
一
項
目
ご
於
－
Y
知
－
フ
レ
タ
U
F
d
N

加
キ
遊
走
細
胞
ノ

腎
貫
質
内
浸
潤
A

全
然
認
ム
M
F

コ
ト
ヲ
得
ザ
ソ
キ
。
詳
ジ
ク
日
ヘ
バ
腎
被
膜
－
一
接
鯛
セ

Y
腎
皮
質
ヲ
形
成
セ
M
Y

貫
質
性
細
胞
内
エ
於
ア
形
態

準
的
－
一
整
然
ト
現
A

レ
k
p
u
y

脂
肪
球
ヲ
認
メ
得
夕
日
ノ
、
但
シ
脂
肪
球
ノ
敷
A

第
九
項
ノ
場
合
ヨ

y
モ
小
ナ

y
キ
マ
タ
皮
質
深
部
ノ
質
質
性
細

胞
内
一
二
脂
肪
球
ノ
出
現
ア
認
メ
ザ
リ
ノ
キ
、
然
レ
ド
毛
第
九
項
乃
至
第
十
二
項
ニ
於
ケ
M
F

ヨ
y
モ
皮
質
深
部
ノ
貫
質
性
細
胞
ガ
全
健
ト
シ
－
プ

「
オ
ス
ミ
ク
ム
」
殴
－
一
黒
染
シ
「
ズ
ダ
ン
」
皿
黄
染
セ

Y
ノ
程
度
夏
－
二
屠
大
ナ
リ
キ
。

一
六
、
健
康
家
兎
一
一
就
ア
其
ノ
一
側
腎
ア
刻
出
シ
「
セ

Y

ロ
イ
ド
」
膜
中
－
一
密
封
シ
ア
腹
腔
－
一
一
収
ム

Y
ノ
時
間
ヲ
或
A

四
十
八
時
間
ト
ナ
シ
、

或
A

九
十
六
吋
間
ト
ナ
シ
－
Y
同
一
ノ
検
査
ヲ
繰

y
返
シ
タ
Y

－
一
、
何

ν
モ
前
文
所
載
ト
同
様
ノ
所
見
ヲ
得
タ

9
（
第
四
闘
）
而
シ
ア
所
見
ノ

程
度
A

一
三
、
一
四
、
一
五
ノ
場
合
ヨ

y
モ
分
量
上
凡
ア
強
大
ナ
9
キ
。
但
シ
輩
渦
補
健
結
合
力
ノ
ミ
A

九
十
六
時
間
経
過
ノ
場
合
稽
々

減
弱
シ
タ

y
（
第
三
岡
）
（
以
上
第
四
章
所
見
）
。

一
七
、
健
康
家
兎
肯
臓
ニ
解
剖
的
切
割
ヲ
加
？
プ
二
分
シ
相
調
的
ノ
部
分
ア
掛
照
ト
ナ
ジ
ア
一
片
ヲ
血
也
－
一
保
存
ス

Y

コ
ト
二
十
四
時
間
、
四

十
八
時
間
、
九
十
六
時
間
ノ
モ
ノ
ニ
就
キ
別
出
直
後
ノ
一
片
ト
比
牒
ジ
タ

Y

ュ
其
ノ
煮
沸
浸
出
液
ノ
車
濁
補
鰹
結
合
力
A

血
描
保
存
時
間
ノ

進
行
ト
共
三
漸
次
大
ト
ナ

y
タ
9
0
但
ジ
四
十
八
時
間
以
上
九
十
六
時
間
ヲ
経
過
シ
タ
Y

場
合
A

皐
濁
補
鵠
結
合
力
ノ
増
大
多
少
認
メ
フ

レ
タ

v
ド
モ
一
期
著
－
一
A

非
ず
y
キ
（
第
六
闘
）
。

一
八
、
前
項
一
七
ノ
場
合
ニ
一
於
プ
化
曲
学
的
－
一
一
線
脂
合
量
ヲ
比
較
セ

Y

ニ
是
亦
腎
臓
片
血
温
保
存
時
間
ノ
延
長
ト
共
ニ
線
脂
合
量
漸
次
大
ト
ナ

p
夕
刊
ノ
、
但
シ
此
ノ
場
合
四
十
八
時
間
以
上
九
十
六
時
間
マ
デ
血
温
保
存
ノ
腎
臓
片
ユ
在
叶
ノ
ア
A

線
脂
合
量
A

却
ア
多
少
減
少
セ
y
d
N

加

キ
所
見
ヲ
得
タ

y
（
第
七
国
）
。

一
九
、
前
項
一
七
／
場
合
－
一
一
於
－
プ
血
温
保
存
腎
片
ノ
合
有
ス

Y
可
凝
生
蛍
臼
艦
ヲ
定
量
セ
u
y
a

刻
出
直
後
ノ
腎
片
－
一
於
ケ
Y

ヨ
凶
ノ
モ
減
少
セ

p
而
シ
ア
業
ノ
減
少
ノ
程
度
腎
片
血
温
保
存
時
間
ガ
四
十
八
時
間
ヨ

y
モ
九
十
六
時
間
二
延
長
セ
ク
レ
タ
M
Y

－－
従
ツ
ア
是
モ
亦
タ
大
ト
ナ



y
b
P
9
（第
ゴ
三
表
及
ピ
第
三
五
表
塞
照
）
。

二

O
、
家
兎
腎
臓
片

0
・
七
兎
内
外
ノ
屯
ノ
ヲ
嬬
氏
百
度
－
一
沸
騰
ジ
ッ
、
ァ
Y
水
中
－
一
投
入
ス

Y

コ
ト
六
十
秒
、
九
十
秒
、
二

一
C
秒
及
ピ
五

分
間
ノ
後
－
一
至

p
取
9
出
ジ
ア
掘
氏
三
十
七
度
ノ
牌
寵
中
－
一
保
存
ス

Y

コ
ト
二
十
四
時
間
後
－
一
至

y
補
耀
結
合
反
臆
ヲ
検
ジ
タ
Y

ニ
百
二

十
秒
及
ピ

y
v
以
上
蹴
氏
百
度
－
一
作
用
セ
シ
メ
タ
リ
ジ
腎
片
ノ
補
鰻
結
合
力
A

刻
出
庶
後
ノ
腎
片
f

柿
鱒
結
合
力
ト
大
韓
－
一
一
於
ア
同
一
ナ

リ
ノ
キ
。
六
十
秒
及
ピ
九
十
秒
間
競
氏
百
度
ノ
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